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宮城県仙台第三高等学校 ＳＳＨ第Ⅲ期３年目の特筆すべき成果

１ ハイトップ層の育成（課外活動・自然科学部）

２ 科学的な探究活動を支える教科融合の学校設定科目「三高型 教育」の開発と実践

３ 地域資源の活用と地域への普及・還元 ４ ＳＳＨで開発したカリキュラムの成果普及
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学校設定科目

実践事例集サイト
仙台三高『知の博物館』

～課題研究・探究活動

データベース～

三高メソッド

～授業や探究活動で

活用できる実践資料～
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別紙様式１

宮城県仙台第三高等学校 基礎枠

指定第３期目 ～

❶令和６年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

① 研究開発課題

「尚志ヶ丘フィールド」を舞台にした持続可能な社会を共創する科学技術人材の育成

～ 科学的な探究活動を支える「尚志ヶ丘フィールド」と「三高型 教育」の開発と実践～

② 研究開発の概要

第Ⅱ期までの成果を踏まえ、科学的な探究活動を支える「尚志ヶ丘フィールド」及び「三高型

教育」の開発と実践の取組を通して、①現状を把握できる、②目標を設定できる、③課題を解決できる

の３つの資質能力を伸長することで、理数科と普通科の特性に合わせた生徒の科学的な探究活動を深化

させ、持続可能な社会を共創できる科学技術人材を育成する。

【研究開発課題１】理数科に対して教科融合科目での を経験できる「三高型 教育」を開発

・実践することで、仮説と実験・調査などの必要なデータ分析に加え、研究倫理と社会貢献を意識しな

がら、大学や研究機関との連携ができる「尚志ヶ丘フィールド」を開発・活用することで、科学的な探

究活動を充実させ、研究成果を発信・普及できる科学技術を生み出す人材育成を目指す。

【研究開発課題２】Ⅱ期までに開発したカリキュラムを普通科に普及し、「三高型 教育」の開

発・実践により、身近な社会問題に対しての仮説と実験・調査などの必要なデータ分析をするとともに、

社会倫理と社会貢献を意識しながら、「尚志ヶ丘フィールド」として公園の開発、産官との関係強化、

ユネスコスクールのネットワークを生かした国際交流と共同研究により、新たな課題を提示し科学技術

を有効に活用できる人材育成を目指す。

③ 令和６年度実施規模

学 科
第１学年 第２学年 第３学年 計

実施規模
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

普通科 全校生徒

人 に 対 し て

実施する。
理系 － －

文系 － －

内理系 － －

理数科

課程ごとの計

④ 研究開発の内容

○研究開発計画

第１年次 科学的な探究活動を支える「尚志ヶ丘フィールド」及び「三高型 教育」の開発

と実践の取組として、以下の３点でまとめる。

１ 第１学年理数科を対象とした「三高型 教育」の開発と実践による「発見・発

明型科学技術人材」の育成

２ 第１学年普通科を対象とした「三高型 教育」の開発と実践による「技術活用

型科学技術人材」の育成

３ 科学的な探究活動を支える「尚志ヶ丘フィールド」の開発

評価計画

① 生徒の変容 質問紙調査を実施し、 に対する意識や自己評価から資質能力の向

上を検証する。

② 教員の変容 教員に質問紙調査を実施し、 に対する意識を検証する。

③ 学校の変容 運営指導委員会を年２回、 中間報告会を実施する。

卒業生の追跡調査を実施し、 の効果を検証する。

第２年次 第１年次の取組に加えて下記を実施する。

１ 第２学年理数科を対象とした「三高型 教育」の開発と実践による「発見・発

明型科学技術人材」の育成

２ 第２学年普通科を対象とした「三高型 教育」の開発と実践による「技術活用

型科学技術人材」の育成

３ 科学的な探究活動を支える「尚志ヶ丘フィールド」の開発

評価計画 第１年次の取組に加えて下記を実施する。

① 生徒の変容 第１年次の結果を踏まえ、必要に応じて改善を加え実施する。

② 教員の変容 第１年次の結果を踏まえ、必要に応じて改善を加え実施する。

③ 学校の変容 第１年次の結果を踏まえ、必要に応じて改善を加え実施する。

第３年次 第１・２年次の取組に加えて下記を実施する。

１ 第３学年理数科を対象とした「三高型 教育」の開発と実践による「発見・発

明型科学技術人材」の育成

２ 第３学年普通科を対象とした「三高型 教育」の開発と実践による「技術活用

型科学技術人材」の育成

３ 科学的な探究活動を支える「尚志ヶ丘フィールド」の開発

評価計画 第１・２年次の取組に加えて下記を実施する。

① 生徒の変容 第２年次の結果を踏まえ、必要に応じて改善を加え実施する。

② 教員の変容 第２年次の結果を踏まえ、必要に応じて改善を加え実施する。

③ 学校の変容 第２年次の結果を踏まえ、必要に応じて改善を加え実施する。

第４年次 評価計画

・中間評価と第３年次までの成果と課題を踏まえ、事業全体に改善を加えて実施する。

第５年次 評価計画

・第４年次までの成果と課題を踏まえ、事業全体に改善を加えて実施する。

・事業全体を総括し、次の５年間に向けて新たな方策の検討を行う。

○教育課程上の特例

令和４・５・６年度入学生

学科・

コース

開設する教科・科目等 代替される教科・科目等
対 象

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数

理数科

理数・イ ノ ベ ー シ ョ ン 理 数 探 究 基 礎 １ 総合的な探究の時間 １ 第１学年全員

理数・イ ノ ベ ー シ ョ ン 理 数 探 究 Ⅰ １
理数探究 １ 第２学年全員

総合的な探究の時間 １ 第２学年全員

理数・イ ノ ベ ー シ ョ ン 理 数 探 究 Ⅱ １
理数探究 １ 第３学年全員

総合的な探究の時間 １ 第３学年全員

理数・ 理数数学Ⅰ ５
理数・理数数学Ⅰ 第１学年全員

理数・理数数学Ⅱ 第１学年全員

理数・ 理数数学Ⅱ 理数・理数数学Ⅱ ９ 第２・３学年全員

情報・ 理数データサイエンス ３

情報・情報Ⅰ ２ 第１・２学年全員

理数・理数数学Ⅰ 第１・２学年全員

理数・理数数学Ⅱ 第１・２学年全員

理数・ サ イ エ ン ス 総 合 ４ 理数・理数地学 ４ 第１学年全員

理数・ ラ イ フ サ イ エ ン ス ４
家庭・家庭基礎 ２ 第１・２学年全員

保健体育・保健 ２ 第１・２学年全員

普通科

理数・イ ノ ベ ー シ ョ ン 探 究 基 礎 １ 総合的な探究の時間 １ 第１学年全員

理数・イ ノ ベ ー シ ョ ン 探 究 Ⅰ １ 総合的な探究の時間 １ 第２学年全員

理数・イ ノ ベ ー シ ョ ン 探 究 Ⅱ １ 総合的な探究の時間 １ 第３学年全員

数学・ 数学Ⅰ ５

数学・数学Ⅰ 第１学年全員

数学・数学Ａ ２ 第１学年全員

数学・数学Ⅱ 第１学年全員

情報・ データサイエンス ３

情報・情報Ⅰ ２ 第１・２学年全員

数学・数学Ⅰ 第１・２学年全員

数学・数学Ｂ 第１・２学年全員

○令和６年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項

・「三高型 教育」の開発と実践の取組を通して、生徒の科学的な探究活動を深化させる。

令和４・５・６年度入学生

学科・

コース

第１学年 第２学年 第３学年 対象

教科・科 目 名 単位数 教科・科 目 名 単位数 教科・科 目 名 単位数
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別紙様式１

宮城県仙台第三高等学校 基礎枠

指定第３期目 ～

❶令和６年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

① 研究開発課題

「尚志ヶ丘フィールド」を舞台にした持続可能な社会を共創する科学技術人材の育成

～ 科学的な探究活動を支える「尚志ヶ丘フィールド」と「三高型 教育」の開発と実践～

② 研究開発の概要

第Ⅱ期までの成果を踏まえ、科学的な探究活動を支える「尚志ヶ丘フィールド」及び「三高型

教育」の開発と実践の取組を通して、①現状を把握できる、②目標を設定できる、③課題を解決できる

の３つの資質能力を伸長することで、理数科と普通科の特性に合わせた生徒の科学的な探究活動を深化

させ、持続可能な社会を共創できる科学技術人材を育成する。

【研究開発課題１】理数科に対して教科融合科目での を経験できる「三高型 教育」を開発

・実践することで、仮説と実験・調査などの必要なデータ分析に加え、研究倫理と社会貢献を意識しな

がら、大学や研究機関との連携ができる「尚志ヶ丘フィールド」を開発・活用することで、科学的な探

究活動を充実させ、研究成果を発信・普及できる科学技術を生み出す人材育成を目指す。

【研究開発課題２】Ⅱ期までに開発したカリキュラムを普通科に普及し、「三高型 教育」の開

発・実践により、身近な社会問題に対しての仮説と実験・調査などの必要なデータ分析をするとともに、

社会倫理と社会貢献を意識しながら、「尚志ヶ丘フィールド」として公園の開発、産官との関係強化、

ユネスコスクールのネットワークを生かした国際交流と共同研究により、新たな課題を提示し科学技術

を有効に活用できる人材育成を目指す。

③ 令和６年度実施規模

学 科
第１学年 第２学年 第３学年 計

実施規模
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

普通科 全校生徒

人 に 対 し て

実施する。
理系 － －

文系 － －

内理系 － －

理数科

課程ごとの計

④ 研究開発の内容

○研究開発計画

第１年次 科学的な探究活動を支える「尚志ヶ丘フィールド」及び「三高型 教育」の開発

と実践の取組として、以下の３点でまとめる。

１ 第１学年理数科を対象とした「三高型 教育」の開発と実践による「発見・発

明型科学技術人材」の育成

２ 第１学年普通科を対象とした「三高型 教育」の開発と実践による「技術活用

型科学技術人材」の育成

３ 科学的な探究活動を支える「尚志ヶ丘フィールド」の開発

評価計画

① 生徒の変容 質問紙調査を実施し、 に対する意識や自己評価から資質能力の向

上を検証する。

② 教員の変容 教員に質問紙調査を実施し、 に対する意識を検証する。

③ 学校の変容 運営指導委員会を年２回、 中間報告会を実施する。

卒業生の追跡調査を実施し、 の効果を検証する。

第２年次 第１年次の取組に加えて下記を実施する。

１ 第２学年理数科を対象とした「三高型 教育」の開発と実践による「発見・発

明型科学技術人材」の育成

２ 第２学年普通科を対象とした「三高型 教育」の開発と実践による「技術活用

型科学技術人材」の育成

３ 科学的な探究活動を支える「尚志ヶ丘フィールド」の開発

評価計画 第１年次の取組に加えて下記を実施する。

① 生徒の変容 第１年次の結果を踏まえ、必要に応じて改善を加え実施する。

② 教員の変容 第１年次の結果を踏まえ、必要に応じて改善を加え実施する。

③ 学校の変容 第１年次の結果を踏まえ、必要に応じて改善を加え実施する。

第３年次 第１・２年次の取組に加えて下記を実施する。

１ 第３学年理数科を対象とした「三高型 教育」の開発と実践による「発見・発

明型科学技術人材」の育成

２ 第３学年普通科を対象とした「三高型 教育」の開発と実践による「技術活用

型科学技術人材」の育成

３ 科学的な探究活動を支える「尚志ヶ丘フィールド」の開発

評価計画 第１・２年次の取組に加えて下記を実施する。

① 生徒の変容 第２年次の結果を踏まえ、必要に応じて改善を加え実施する。

② 教員の変容 第２年次の結果を踏まえ、必要に応じて改善を加え実施する。

③ 学校の変容 第２年次の結果を踏まえ、必要に応じて改善を加え実施する。

第４年次 評価計画

・中間評価と第３年次までの成果と課題を踏まえ、事業全体に改善を加えて実施する。

第５年次 評価計画

・第４年次までの成果と課題を踏まえ、事業全体に改善を加えて実施する。

・事業全体を総括し、次の５年間に向けて新たな方策の検討を行う。

○教育課程上の特例

令和４・５・６年度入学生

学科・

コース

開設する教科・科目等 代替される教科・科目等
対 象

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数

理数科

理数・イ ノ ベ ー シ ョ ン 理 数 探 究 基 礎 １ 総合的な探究の時間 １ 第１学年全員

理数・イ ノ ベ ー シ ョ ン 理 数 探 究 Ⅰ １
理数探究 １ 第２学年全員

総合的な探究の時間 １ 第２学年全員

理数・イ ノ ベ ー シ ョ ン 理 数 探 究 Ⅱ １
理数探究 １ 第３学年全員

総合的な探究の時間 １ 第３学年全員

理数・ 理数数学Ⅰ ５
理数・理数数学Ⅰ 第１学年全員

理数・理数数学Ⅱ 第１学年全員

理数・ 理数数学Ⅱ 理数・理数数学Ⅱ ９ 第２・３学年全員

情報・ 理数データサイエンス ３

情報・情報Ⅰ ２ 第１・２学年全員

理数・理数数学Ⅰ 第１・２学年全員

理数・理数数学Ⅱ 第１・２学年全員

理数・ サ イ エ ン ス 総 合 ４ 理数・理数地学 ４ 第１学年全員

理数・ ラ イ フ サ イ エ ン ス ４
家庭・家庭基礎 ２ 第１・２学年全員

保健体育・保健 ２ 第１・２学年全員

普通科

理数・イ ノ ベ ー シ ョ ン 探 究 基 礎 １ 総合的な探究の時間 １ 第１学年全員

理数・イ ノ ベ ー シ ョ ン 探 究 Ⅰ １ 総合的な探究の時間 １ 第２学年全員

理数・イ ノ ベ ー シ ョ ン 探 究 Ⅱ １ 総合的な探究の時間 １ 第３学年全員

数学・ 数学Ⅰ ５

数学・数学Ⅰ 第１学年全員

数学・数学Ａ ２ 第１学年全員

数学・数学Ⅱ 第１学年全員

情報・ データサイエンス ３

情報・情報Ⅰ ２ 第１・２学年全員

数学・数学Ⅰ 第１・２学年全員

数学・数学Ｂ 第１・２学年全員

○令和６年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項

・「三高型 教育」の開発と実践の取組を通して、生徒の科学的な探究活動を深化させる。

令和４・５・６年度入学生

学科・

コース

第１学年 第２学年 第３学年 対象

教科・科 目 名 単位数 教科・科 目 名 単位数 教科・科 目 名 単位数
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理数科

理数・イノベーション理数探究基礎 １ 理数・イノベーション理数探究Ⅰ １ 理数・イノベーション理数探究Ⅱ １ 全員

理数・特別理数探究 １ 選択

Ⅰ ２ Ⅱ ３ Ⅲ ２ 全員

情報・ 理数データサイエンス ２ 情報・ 理数データサイエンス １ 全員

理数・ ラ イ フ サ イ エ ン ス ３ 理数・ ラ イ フ サ イ エ ン ス １ 全員

理数・ サ イ エ ン ス 総 合 ４ 全員

普通科

理数・イノベーション探究基礎 １ 理数・イノベーション探究Ⅰ １ 理数・イノベーション探究Ⅱ １ 全員

理数・特別探究 １ 選択

情報・ データサイエンス ２ 情報・ データサイエンス １ 全員

○具体的な研究事項・活動内容

１「三高型 教育」の開発と実践による「発見・発明型科学技術人材」の育成

１－１ イノベーション理数探究基礎

ドローンプログラミング実習、東北大学研修、ミニ探究（物理・化学・生物・地学の４分野）

テーマ設定を通して、 の手法での観察や実験を通してラーニングサイクルを経験するととも

に事象へのアプローチを学び、課題研究に必要な手法や思考方法を実践した。

１－２ イノベーション理数探究Ⅰ

三高探究の日での３ 発表。その後、実験データ取得・整理、考察、実験プラン修正、日本

語ポスター作成、 との連携により英語スライド作成をし、文化祭でのポスター展示。９月の

個人ポスター発表である口頭試問。 月にはイノベーションフェスタにおいてポスター発表、

英語セッション。 月の修学旅行では、台湾師範大学附属高級中学の学生との相互発表を含め

た交流活動を行った。

１－３ 理数数学Ⅰ

等の関数アプリ、スプレッドシートの関数機能を使い、ビッグデータを統計関数で

処理をすることで、 リテラシー、統計リテラシーの向上を図った。「人口増加をシミュレー

ション」による指数関数・対数関数、生成 を用いて「油分け算」を考察するユークリッドの

互除法、「パスカルとフェルマーの手紙」のフェルマー役を演じることで確率論の理解を深める

等の活動等を通して、実践的な数学活用力を習得するよう実践した。

１－４ 理数数学Ⅱ

三角・微分・積分等の現象について、関数ソフトを用いて作成し、実生活とつなげる探究活動

を行った。予備知識や周辺知識を習得するため、動画による反転授業を取り入れ、また、関数グ

ラフソフト「 」を使って関数の動きを掴んだり、アニメーションを作成したりした。

１－５ 理数データサイエンス

実社会や実生活における課題を発見・解決するために総務省統計局などで公開されているビッ

グデータや自分たちで実習・実験した結果を活用し、そのデータを情報化し、数学的な見方・考

え方を働かせながら分析したり、情報活用能力を活かして整理・表現したりしながら、課題解決

を図り社会的な価値の創造につなげた。

１－６ サイエンス総合

地学を軸にしつつ、理科の４分野を関連付けながら学習し、科学における思考力や判断力、ま

た仲間同士による共同活動や議論の場を設け、理数科としての基礎的な素養を育成し、多様で学

問の相互的な関連性を深めるカリキュラムの開発を行った。

１－７ Ⅰ

「英語×社会問題」の単元では、生徒たち自らテーマを設定し、それに基づくディスカッショ

ンを行った。「英語×健康」では文法事項を活用した言語活動や、健康に関するテーマでプレゼ

ンテーションを行った。「英語×台湾の生徒との国際交流」では、お互いの文化について発表し、

意見交換を行った。「英語×ボランティア」では、ボランティアに関連するテーマでプレゼンテ

ーションを行い、社会的な課題について考える力を育成した。

１－８ Ⅱ

アカデミック・プレゼンテーションの基本構成に関する学習を行った。課題研究のスライドや

口頭発表に用いる英語表現の改善や向上を目指して、 サポーターと対面形式やオンライン形

式で英語を用いてディスカッション・セッションを行った。英語による口頭発表や質疑応答の実

践の場として、学校行事で県内の に向けて、台湾研修で台湾の高校生に向けて口頭発表と質

疑応答を行う機会を設けた。

１－９ ライフサイエンス

「家庭科×保健の教科横断的な学習」を展開した。大学講師や企業 花王 による出前授業、デ

ィスカッションや発表など、異なる立場の人への理解を促す活動と、自分の考えを深め伝える活動

を各単元で実施できた。

１－ Ⅲ

イノベーション理数探究Ⅱで作成した日本語による個人論文を基に、班で英語による研究論文を

作成した。また、自然科学に関する英語論文や英文の読解を行った。

１－ イノベーション理数探究Ⅱ

２年次のイノベーション理数探究Ⅰの研究をまとめ、プレゼンテーションの作成を実施した。具

体的には班論文と個人論文の作成、そして学術論文の読解と大学の学びの探究を行った。

１－ 特別理数探究

大学等 団体と連携した研究で授業時間外 時間の活動と外部発表により 名が単位を認定

された。

２「三高型 教育」の開発と実践による「技術活用型科学技術人材」の育成

２－１ イノベーション探究基礎

探究活動のスキル講義として、歴史や理科的な内容についてどのように探究するか、地図や統

計情報の活用のしかたなどについて学び、連携可能な外部機関の紹介を実施した。プレ探究活動

として夏季休業中に尚志ヶ丘フィールドを研究対象とし、４人一組でテーマを決めて地域調査を

実施した。

２－２ イノベーション探究Ⅰ

三高探究の日と学校祭における中間発表、イノベーションフェスタと修学旅行で発表した。特

に修学旅行では関西圏の高校訪問で探究成果を相互発表した。また別自主研修において関西地域

の関係外部機関と連携した。各班が設定した探究テーマを「調査対象を近隣地域」とし、課題解

決を探ることを推奨して、関係外部団体と連携するだけでなく、地域活性化への視点を、高校生

だけでなく小中学校や特別支援学校の生徒達からも取り入れた。

２－３ 数学Ⅰ

等の関数アプリ、スプレッドシートの関数機能を使い、ビッグデータを統計関数で処

理をすることで、 リテラシー、統計リテラシーの向上を図った。「人口増加をシミュレーショ

ン」による指数関数・対数関数、生成 を用いて「油分け算」を考察するユークリッドの互除法、

「パスカルとフェルマーの手紙」のフェルマー役を演じることで確率論の理解を深める等の活動等

を通して、実践的な数学活用力を習得するよう実践した。

２－４ 数学Ⅱ

三角・指数・対数等の現象について、関数ソフトを用いて作成し、実生活とつなげる探究活動

を行った。意識変容において「対数への興味関心が深まった」「他人に説明する重要性を理解し

た」「問題に対して深く洞察する姿勢が身についた」の項目得点が大きく向上した。

２－５ データサイエンス

「データの活用」や、「仮説検定」において、実社会や実生活における課題を発見・解決する

ために、総務省統計局などで公開されているビッグデータや企業から提供を受けたデータを活用

していく。そのデータを情報化し、数学的な見方・考え方を働かせながら「分析」したり、情報

活用能力を活かしてデータを「整理・表現」したりしながら、課題解決を図った。

２－６ イノベーション探究Ⅱ

２年次のイノベーション探究Ⅰの研究のまとめ、プレゼンテーションの作成を実施した。具体的

には班論文と個人論文の作成、そして学術論文の読解と大学の学びの探究を行った。

２－７ 特別探究

大学等 団体と連携した探究活動で 時間の放課後活動と外部発表により 名の単位が認

定された。

３ 科学的な探究活動を支える「尚志ヶ丘フィールド」の開発

３－１ 地域コミュニティ分野

① 学校林の活用

地理総合の授業、生物基礎、イノベーション探究基礎の授業で巡検を実施後に協働学習を行っ

た。イノベーション理数探究Ⅰ・Ⅱ、イノベーション探究Ⅰ・Ⅱでは課題研究での研究対象とし

て活用した。イノベーション理数探究基礎では時習の森を題材にシステム思考を活用しながら日

本の林業について考える 型授業実践を行った。授業外では 白神フィールドワーク事前実

習、小学生対象「時習の森」グリーンアドベンチャー、校外研究発表（令和 年度中谷財団成果

発表会、日本森林学会）、近隣小学生への開放を行った。また、 学校・コミュニティ連携実

践のビデオによるバーチャル展示会に「尚志ヶ丘フィールド」を活用した 教育について生徒

が発表動画を作成・出展した。

② 大堤公園の開発と活用

イノベーション探究基礎おいて普通科１学年全員に大堤公園周辺のフィールドワークとプレ
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理数科

理数・イノベーション理数探究基礎 １ 理数・イノベーション理数探究Ⅰ １ 理数・イノベーション理数探究Ⅱ １ 全員

理数・特別理数探究 １ 選択

Ⅰ ２ Ⅱ ３ Ⅲ ２ 全員

情報・ 理数データサイエンス ２ 情報・ 理数データサイエンス １ 全員

理数・ ラ イ フ サ イ エ ン ス ３ 理数・ ラ イ フ サ イ エ ン ス １ 全員

理数・ サ イ エ ン ス 総 合 ４ 全員

普通科

理数・イノベーション探究基礎 １ 理数・イノベーション探究Ⅰ １ 理数・イノベーション探究Ⅱ １ 全員

理数・特別探究 １ 選択

情報・ データサイエンス ２ 情報・ データサイエンス １ 全員

○具体的な研究事項・活動内容

１「三高型 教育」の開発と実践による「発見・発明型科学技術人材」の育成

１－１ イノベーション理数探究基礎

ドローンプログラミング実習、東北大学研修、ミニ探究（物理・化学・生物・地学の４分野）

テーマ設定を通して、 の手法での観察や実験を通してラーニングサイクルを経験するととも

に事象へのアプローチを学び、課題研究に必要な手法や思考方法を実践した。

１－２ イノベーション理数探究Ⅰ

三高探究の日での３ 発表。その後、実験データ取得・整理、考察、実験プラン修正、日本

語ポスター作成、 との連携により英語スライド作成をし、文化祭でのポスター展示。９月の

個人ポスター発表である口頭試問。 月にはイノベーションフェスタにおいてポスター発表、

英語セッション。 月の修学旅行では、台湾師範大学附属高級中学の学生との相互発表を含め

た交流活動を行った。

１－３ 理数数学Ⅰ

等の関数アプリ、スプレッドシートの関数機能を使い、ビッグデータを統計関数で

処理をすることで、 リテラシー、統計リテラシーの向上を図った。「人口増加をシミュレー

ション」による指数関数・対数関数、生成 を用いて「油分け算」を考察するユークリッドの

互除法、「パスカルとフェルマーの手紙」のフェルマー役を演じることで確率論の理解を深める

等の活動等を通して、実践的な数学活用力を習得するよう実践した。

１－４ 理数数学Ⅱ

三角・微分・積分等の現象について、関数ソフトを用いて作成し、実生活とつなげる探究活動

を行った。予備知識や周辺知識を習得するため、動画による反転授業を取り入れ、また、関数グ

ラフソフト「 」を使って関数の動きを掴んだり、アニメーションを作成したりした。

１－５ 理数データサイエンス

実社会や実生活における課題を発見・解決するために総務省統計局などで公開されているビッ

グデータや自分たちで実習・実験した結果を活用し、そのデータを情報化し、数学的な見方・考

え方を働かせながら分析したり、情報活用能力を活かして整理・表現したりしながら、課題解決

を図り社会的な価値の創造につなげた。

１－６ サイエンス総合

地学を軸にしつつ、理科の４分野を関連付けながら学習し、科学における思考力や判断力、ま

た仲間同士による共同活動や議論の場を設け、理数科としての基礎的な素養を育成し、多様で学

問の相互的な関連性を深めるカリキュラムの開発を行った。

１－７ Ⅰ

「英語×社会問題」の単元では、生徒たち自らテーマを設定し、それに基づくディスカッショ

ンを行った。「英語×健康」では文法事項を活用した言語活動や、健康に関するテーマでプレゼ

ンテーションを行った。「英語×台湾の生徒との国際交流」では、お互いの文化について発表し、

意見交換を行った。「英語×ボランティア」では、ボランティアに関連するテーマでプレゼンテ

ーションを行い、社会的な課題について考える力を育成した。

１－８ Ⅱ

アカデミック・プレゼンテーションの基本構成に関する学習を行った。課題研究のスライドや

口頭発表に用いる英語表現の改善や向上を目指して、 サポーターと対面形式やオンライン形

式で英語を用いてディスカッション・セッションを行った。英語による口頭発表や質疑応答の実

践の場として、学校行事で県内の に向けて、台湾研修で台湾の高校生に向けて口頭発表と質

疑応答を行う機会を設けた。

１－９ ライフサイエンス

「家庭科×保健の教科横断的な学習」を展開した。大学講師や企業 花王 による出前授業、デ

ィスカッションや発表など、異なる立場の人への理解を促す活動と、自分の考えを深め伝える活動

を各単元で実施できた。

１－ Ⅲ

イノベーション理数探究Ⅱで作成した日本語による個人論文を基に、班で英語による研究論文を

作成した。また、自然科学に関する英語論文や英文の読解を行った。

１－ イノベーション理数探究Ⅱ

２年次のイノベーション理数探究Ⅰの研究をまとめ、プレゼンテーションの作成を実施した。具

体的には班論文と個人論文の作成、そして学術論文の読解と大学の学びの探究を行った。

１－ 特別理数探究

大学等 団体と連携した研究で授業時間外 時間の活動と外部発表により 名が単位を認定

された。

２「三高型 教育」の開発と実践による「技術活用型科学技術人材」の育成

２－１ イノベーション探究基礎

探究活動のスキル講義として、歴史や理科的な内容についてどのように探究するか、地図や統

計情報の活用のしかたなどについて学び、連携可能な外部機関の紹介を実施した。プレ探究活動

として夏季休業中に尚志ヶ丘フィールドを研究対象とし、４人一組でテーマを決めて地域調査を

実施した。

２－２ イノベーション探究Ⅰ

三高探究の日と学校祭における中間発表、イノベーションフェスタと修学旅行で発表した。特

に修学旅行では関西圏の高校訪問で探究成果を相互発表した。また別自主研修において関西地域

の関係外部機関と連携した。各班が設定した探究テーマを「調査対象を近隣地域」とし、課題解

決を探ることを推奨して、関係外部団体と連携するだけでなく、地域活性化への視点を、高校生

だけでなく小中学校や特別支援学校の生徒達からも取り入れた。

２－３ 数学Ⅰ

等の関数アプリ、スプレッドシートの関数機能を使い、ビッグデータを統計関数で処

理をすることで、 リテラシー、統計リテラシーの向上を図った。「人口増加をシミュレーショ

ン」による指数関数・対数関数、生成 を用いて「油分け算」を考察するユークリッドの互除法、

「パスカルとフェルマーの手紙」のフェルマー役を演じることで確率論の理解を深める等の活動等

を通して、実践的な数学活用力を習得するよう実践した。

２－４ 数学Ⅱ

三角・指数・対数等の現象について、関数ソフトを用いて作成し、実生活とつなげる探究活動

を行った。意識変容において「対数への興味関心が深まった」「他人に説明する重要性を理解し

た」「問題に対して深く洞察する姿勢が身についた」の項目得点が大きく向上した。

２－５ データサイエンス

「データの活用」や、「仮説検定」において、実社会や実生活における課題を発見・解決する

ために、総務省統計局などで公開されているビッグデータや企業から提供を受けたデータを活用

していく。そのデータを情報化し、数学的な見方・考え方を働かせながら「分析」したり、情報

活用能力を活かしてデータを「整理・表現」したりしながら、課題解決を図った。

２－６ イノベーション探究Ⅱ

２年次のイノベーション探究Ⅰの研究のまとめ、プレゼンテーションの作成を実施した。具体的

には班論文と個人論文の作成、そして学術論文の読解と大学の学びの探究を行った。

２－７ 特別探究

大学等 団体と連携した探究活動で 時間の放課後活動と外部発表により 名の単位が認

定された。

３ 科学的な探究活動を支える「尚志ヶ丘フィールド」の開発

３－１ 地域コミュニティ分野

① 学校林の活用

地理総合の授業、生物基礎、イノベーション探究基礎の授業で巡検を実施後に協働学習を行っ

た。イノベーション理数探究Ⅰ・Ⅱ、イノベーション探究Ⅰ・Ⅱでは課題研究での研究対象とし

て活用した。イノベーション理数探究基礎では時習の森を題材にシステム思考を活用しながら日

本の林業について考える 型授業実践を行った。授業外では 白神フィールドワーク事前実

習、小学生対象「時習の森」グリーンアドベンチャー、校外研究発表（令和 年度中谷財団成果

発表会、日本森林学会）、近隣小学生への開放を行った。また、 学校・コミュニティ連携実

践のビデオによるバーチャル展示会に「尚志ヶ丘フィールド」を活用した 教育について生徒

が発表動画を作成・出展した。

② 大堤公園の開発と活用

イノベーション探究基礎おいて普通科１学年全員に大堤公園周辺のフィールドワークとプレ
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探究活動を行った。夏季休業中を利用したフィールドワークによって、身近な題材をテーマとし

たプレ探究活動の成果を発表した。イノベーション探究Ⅰでは大堤公園開発をテーマとしている

探究班が地域団体、地域住民への発表や意見交換・意見集約を行い、自治体との協議を実施した。

また、 学校・コミュニティ連携実践のビデオによるバーチャル展示会や第 回ユネスコ

スクール全国大会で発表した。

③ 各種フィールドワーク

南三陸では本校生徒１年生７名、２年生 名の計 名が参加した。南三陸町自然活用センタ

ー研究員 阿部 拓三 氏による講演、フィールドワーク実施後に干潟の生き物データ解析とまと

めをし、イノベーションフェスタでポスター発表、南三陸いのちめぐるまち学会でポスター発表

を行った。白神では本校生徒１年生９名、２年生 名の計 名が参加した。講師に弘前大学

鄒青穎 氏、青森県深浦町診療所 事務長 神林友広 氏を招いた。実習は日本キャニオンでの野外

観察、毎木調査、干潟の生き物調査を行った。その後、データ整理とポスター作成し、文化祭で

展示、イノベーションフェスタでのポスター発表を行った。栗駒フィールドワークは、自然科学

部地学班の生徒２年生２名が、栗駒山麓ジオパーク推進協議会 専門員 原田 拓也 氏、一般社団

法人みんぼうネットワーク代表 橋本 純 氏のもと、「栗駒山麓ジオパーク」をめぐり、栗原地

域に分布する複数の露頭の解析を行い、地域資源としての活用を考えた。実施後、プレゼン資料

を作成し、日本地質学会第 年学術大会（ジュニアセッション）でポスター発表、イノベーシ

ョンフェスタポスターでの発表、来年度の５月には日本地球惑星科学連合大会で発表予定であ

る。

３－２ 産学官分野

① 東北大学研修

理数科第１学年 名が東北大学工学部（機械知能・航空工学科４研究室、電気情報物理工学

科２研究室、化学・バイオ工学科２研究室、材料科学総合学科４研究室、建築・社会環境工学科

４研究室） 研究室への訪問を実施できた。研究室の事前学習、研究室訪問、研究の説明、施

設見学を実施した。実施後に研究室の研究まとめポスターの作成を行い、文化祭で発表した。

② 先端科学講演会

理数科第１、２学年 名、普通科希望生徒を対象 計 名 に基礎研究や科学技術の応用開

発など最先端科学の内容についての講演会を計２回実施した。講師は、第１回が東北大学災害科

学国際研究所 災害評価・低減研究部門 教授 遠田晋次氏による「科学の視点で読み解く～地震

・断層研究の現実と未来～」、第２回が国立研究開発法人海洋研究開発機構 技術主任 小俣珠乃

氏による「深海から見る日本列島との付き合い方」。

③ 企業連携

理数科第１学年 名、普通科第１学年 名対象に衣生活・消費生活分野、生涯を見通した

資産形成について企業から講師を招き、講演、実験を実施できた。講師は、第一生命保険株式会

社 コンサルティング営業室 根本直美 氏、早坂 姫乃 氏。演題は「消費者教育・金融保険教育」。

花王株式会社 研究開発部門 研究戦略･企画部 上席主任研究員 山田 泰司 氏。演題は「洗剤と

科学と持続可能な未来」。株式会社 藤崎 コンテンツデザイン部 千葉 伸也 氏、株式会社ミヤ

ックス 代表取締役 髙橋 蔵人 氏。演題は「データ分析の手法について」。

３－３ 国際・国内交流分野

① 台湾研修

月の修学旅行では本校理数科２学年 名が訪台し、姉妹校提携をしている台湾師範大学附

属高級中学の理数科の生徒たち 名と、英語による口頭発表交流を行った。

② 東北大学 （グローバルラーニングセンター）との連携

理数科第２学年 名の課題研究を東北大学グローバルラーニングセンター（ ）と連携し、

留学生 名のサポーターと全８回のセッションを行い、発表構成や英語表現に関する指導助言、

アカデミック・プレゼンテーションのスキル向上を図った。

③ 国際共同研究

立命館高等学校の研究開発課題の「国際共同課題研究の取組の日本全国への普及」の共同校と

してインドネシアのブディ ムリア ドゥア高校と「松の葉から見える環境問題」をテーマとして

で発表した。

３－４ 地域小学校・中学校交流分野

① プログラミング教室

小学生 名を対象としたドローンを用いたプログラミング教室を仙台市鶴ケ谷市民センター

にて実施することができた。

② わくわくサイエンス教室

児童生徒を対象とした宮城県 指定校合同発表会、学都「仙台・宮城」サイエンス・デイ、

仙台市鶴ケ谷市民センター、八乙女児童館、東北電力グリーンプラザ、「科学者の卵養成講座」

ジュニアコース 実験屋台イベント、枡江児童館、仙台市燕沢児童館と計９回実施し、本校生徒

計 名が計 名の児童に実施した。

３－５ 研究発表分野

① 三高探究の日

県内外から他校の発表生徒 名、 名の参加者（視察等）を迎え、実施した。２年生理数科

生徒を中心に韓国チョンリョル女子高校と海外連携校交流発表（英語）を行った。

② イノベーションフェスタ

国立教育政策研究所 総括研究官 安野 史子 氏、国立研究開発法人 科学技術振興機構（ ）

監事 白木澤 佳子 氏を来賓として、県内外の小学生から企業まで 名の参加者を迎え、本

校生徒と合わせて計 名、発表題 題で課題研究・探究の中間発表を行った。卒業生の大

学院生を５名招き、在校生徒に向けてポスター発表を行った。理数科の英語による口頭発表交

流では講師として東北大学 名、県内 名を招き、海外からは明道高級中学２題を含

む計 題の発表を行った。

③ 第 回海洋教育フォーラム 仙台

「私たちの海～より良い社会と生活を目指してできることⅡ～」をテーマに仙台第三高等学校を

事務局にした 発表会を実施した。参加校６校、発表題 題。

④ 学会発表や外部コンテストへの挑戦

自然科学部は、 、 の国際大会２題を

はじめ、第 回全国高等学校総合文化祭（ぎふ総文）４題、第 回高校化学グランドコンテス

ト１題といった全国大会で発表した。県内の生徒理科研究発表会を始め、読売新聞社が主催する

日本学生科学賞、学会発表などにも積極的に参加するよう情報を提示した

４ 校内における の組織的推進体制

校務分掌とは別に全職員が所属する 研究センターを設置した。８つの班 事務局、

教育研究班、評価研究班、広報・普及班、連携企画・国際班、校内研修担当班、地域フィールド開発

班、授業研究・開発班 がそれぞれ独立プロジェクトとして授業開発の研究や 事業に関わる教育

プログラムの開発等を担っている。 事業及び授業の改善に運営指導委員会、学校評議員会等から

の助言を受けて取り組んだ。

４－１ カリキュラム・マネジメント

理数科における１年次の「 ライフサイエンス」と「 理数データサイエンス」と「 サ

イエンス総合」と「 Ⅰ」は「 イノベーション理数探究基礎」を軸にした

クロスカリキュラムを実践した。２年次の「イノベーション理数探究Ⅱ」と「

Ⅱ」では課題研究の英語化に向けて実践した。

４－２ 教育課程変更

三高型 教育を展開するために数学・情報、理科４科目、家庭科・保健体育科の内容を領域

横断する学校設定科目を７科目設定することで、幅広い視野と多角的な視座で を経験させた。

４－３ 教員指導力向上

① 校内研修

東北芸術工科大学高大連携推進部長 デザイン工学部 教授 柚木 泰彦 氏による「デザイン思

考を活用した探究型学習の進め方」の講演の他、 第Ⅲ期の研究テーマや学校設定科目の内

容、探究活動の実践例の紹介と探究活動の進め方、「探究的な学び」の実践事例、生成ＡＩ

（ ）・ の活用法、シチズンシップ教育の実践例や課題、防災教育のあり方につい

ての計８回の研修を実施した。

② 先進校視察

延べ 名による全 カ所の視察を行った。内容は 事業の取組、教科等横断的な学びの実

践、探究活動の指導方法や学校体制、生成 を用いた探究的な学びの実践、進路指導、理数教

育に関するカリキュラム編成等である。

５ 普及・発信

５－１ 教員への普及

① 中間報告会・授業づくりプロジェクトフォーラム

文部科学省 初等中等教育局教科書調査官 髙橋 洋子 氏をはじめとして 名の来賓と県内外

から 名の参加者を迎えた。ドルトン東京学園中等部・高等部 教諭 沖 奈保子 氏による言語

文化、神奈川県立生田東高等学校 教諭 秋山 紀将 氏による 理数データサイエンスの公開授

業を行い、基調講演では京都大学大学院教育学研究科 教授 西岡 加名恵 氏を講師に迎え、「高

等学校における「探究的な学習」の評価－パフォーマンス評価をどう活かすか－」を実施した。

事業で開発した「三高型 教育」「尚志ヶ丘フィールドの活用」「主体性を育成する授

業」を大きなテーマとして各教科による研究授業 件を実施した。
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探究活動を行った。夏季休業中を利用したフィールドワークによって、身近な題材をテーマとし

たプレ探究活動の成果を発表した。イノベーション探究Ⅰでは大堤公園開発をテーマとしている

探究班が地域団体、地域住民への発表や意見交換・意見集約を行い、自治体との協議を実施した。

また、 学校・コミュニティ連携実践のビデオによるバーチャル展示会や第 回ユネスコ

スクール全国大会で発表した。

③ 各種フィールドワーク

南三陸では本校生徒１年生７名、２年生 名の計 名が参加した。南三陸町自然活用センタ

ー研究員 阿部 拓三 氏による講演、フィールドワーク実施後に干潟の生き物データ解析とまと

めをし、イノベーションフェスタでポスター発表、南三陸いのちめぐるまち学会でポスター発表

を行った。白神では本校生徒１年生９名、２年生 名の計 名が参加した。講師に弘前大学

鄒青穎 氏、青森県深浦町診療所 事務長 神林友広 氏を招いた。実習は日本キャニオンでの野外

観察、毎木調査、干潟の生き物調査を行った。その後、データ整理とポスター作成し、文化祭で

展示、イノベーションフェスタでのポスター発表を行った。栗駒フィールドワークは、自然科学

部地学班の生徒２年生２名が、栗駒山麓ジオパーク推進協議会 専門員 原田 拓也 氏、一般社団

法人みんぼうネットワーク代表 橋本 純 氏のもと、「栗駒山麓ジオパーク」をめぐり、栗原地

域に分布する複数の露頭の解析を行い、地域資源としての活用を考えた。実施後、プレゼン資料

を作成し、日本地質学会第 年学術大会（ジュニアセッション）でポスター発表、イノベーシ

ョンフェスタポスターでの発表、来年度の５月には日本地球惑星科学連合大会で発表予定であ

る。

３－２ 産学官分野

① 東北大学研修

理数科第１学年 名が東北大学工学部（機械知能・航空工学科４研究室、電気情報物理工学

科２研究室、化学・バイオ工学科２研究室、材料科学総合学科４研究室、建築・社会環境工学科

４研究室） 研究室への訪問を実施できた。研究室の事前学習、研究室訪問、研究の説明、施

設見学を実施した。実施後に研究室の研究まとめポスターの作成を行い、文化祭で発表した。

② 先端科学講演会

理数科第１、２学年 名、普通科希望生徒を対象 計 名 に基礎研究や科学技術の応用開

発など最先端科学の内容についての講演会を計２回実施した。講師は、第１回が東北大学災害科

学国際研究所 災害評価・低減研究部門 教授 遠田晋次氏による「科学の視点で読み解く～地震

・断層研究の現実と未来～」、第２回が国立研究開発法人海洋研究開発機構 技術主任 小俣珠乃

氏による「深海から見る日本列島との付き合い方」。

③ 企業連携

理数科第１学年 名、普通科第１学年 名対象に衣生活・消費生活分野、生涯を見通した

資産形成について企業から講師を招き、講演、実験を実施できた。講師は、第一生命保険株式会

社 コンサルティング営業室 根本直美 氏、早坂 姫乃 氏。演題は「消費者教育・金融保険教育」。

花王株式会社 研究開発部門 研究戦略･企画部 上席主任研究員 山田 泰司 氏。演題は「洗剤と

科学と持続可能な未来」。株式会社 藤崎 コンテンツデザイン部 千葉 伸也 氏、株式会社ミヤ

ックス 代表取締役 髙橋 蔵人 氏。演題は「データ分析の手法について」。

３－３ 国際・国内交流分野

① 台湾研修

月の修学旅行では本校理数科２学年 名が訪台し、姉妹校提携をしている台湾師範大学附

属高級中学の理数科の生徒たち 名と、英語による口頭発表交流を行った。

② 東北大学 （グローバルラーニングセンター）との連携

理数科第２学年 名の課題研究を東北大学グローバルラーニングセンター（ ）と連携し、

留学生 名のサポーターと全８回のセッションを行い、発表構成や英語表現に関する指導助言、

アカデミック・プレゼンテーションのスキル向上を図った。

③ 国際共同研究

立命館高等学校の研究開発課題の「国際共同課題研究の取組の日本全国への普及」の共同校と

してインドネシアのブディ ムリア ドゥア高校と「松の葉から見える環境問題」をテーマとして

で発表した。

３－４ 地域小学校・中学校交流分野

① プログラミング教室

小学生 名を対象としたドローンを用いたプログラミング教室を仙台市鶴ケ谷市民センター

にて実施することができた。

② わくわくサイエンス教室

児童生徒を対象とした宮城県 指定校合同発表会、学都「仙台・宮城」サイエンス・デイ、

仙台市鶴ケ谷市民センター、八乙女児童館、東北電力グリーンプラザ、「科学者の卵養成講座」

ジュニアコース 実験屋台イベント、枡江児童館、仙台市燕沢児童館と計９回実施し、本校生徒

計 名が計 名の児童に実施した。

３－５ 研究発表分野

① 三高探究の日

県内外から他校の発表生徒 名、 名の参加者（視察等）を迎え、実施した。２年生理数科

生徒を中心に韓国チョンリョル女子高校と海外連携校交流発表（英語）を行った。

② イノベーションフェスタ

国立教育政策研究所 総括研究官 安野 史子 氏、国立研究開発法人 科学技術振興機構（ ）

監事 白木澤 佳子 氏を来賓として、県内外の小学生から企業まで 名の参加者を迎え、本
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東北芸術工科大学高大連携推進部長 デザイン工学部 教授 柚木 泰彦 氏による「デザイン思

考を活用した探究型学習の進め方」の講演の他、 第Ⅲ期の研究テーマや学校設定科目の内
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② 探究活動まなびあい教員研究会

講師に宮城教育大学 名誉教授 見上 一幸 氏を招き、県内外の教員 名の参加者を迎え、

課題研究及び探究活動における指導方法について情報共有及び協議した。宮城県内の 指定

校がファシリテーターを務めたグループ協議では、参加校が実践例を相互に紹介し、よりよい

方法や有効な外部連携について情報共有を行った。

③ 開発した授業コンテンツの公開「❸関係資料６」

第Ⅱ期及び第Ⅲ期に、１学年及び２学年を対象に開発した授業コンテンツ 個を公開し

た。さらに、他校にも活用できるよう、授業や探究活動で活用できる実践資料「三高メソッド」

としてまとめ、オンライン発表の方法、発表動画録画の方法、 サイトの作成例、スライ

ド・ポスター・レポートの様式例、評価に関するルーブリック等も公開した。

：

④ 視察受け入れ「❸関係資料７」

視察受け入れは の学校や教育機関より延べ 名であった 月 日現在 。視察目的は主

に 事業、授業づくりセンター等の学校体制、授業・研究発表見学、 の活用であった。
５－２ 生徒への普及 知の博物館

第Ⅱ期及び第Ⅲ期における理数科と普通科の探究活動の成果物（英語、 日本語ポスター、英

語、日本語論文） 題 令和元年～６年 をホームページで公開した。

：

６ 実施の効果とその評価

研究開発課題１（理数科）、研究開発課題２（普通科）の検証場面として、学校設定科目「イノベ

ーション理数探究Ⅰ、Ⅱ（理数科）」「イノベーション探究Ⅰ、Ⅱ（普通科）」を設定し、調査時期

を研究開発課題１、２の成果の発表場面である 月実施の「イノベーションフェスタ」とした。第

Ⅱ期までの成果を の議論で注目されている「学習のためのアセスメント 形成的アセスメント」

に基づき、「①現状を把握できる」「②目標を設定できる」「③課題を解決できる」の３つの資質能

力に再構成し、質問項目を作成した（前年の再分析を行い、測定項目を改良し、追加した）。

具体的な評価方法として、次の質問項目（「❸関係資料４」を参照）の概要を次のように示す。「①

現状を把握できる」（情報収集 項目、現状把握 項目）、「②目標を設定できる」（目標設定 項

目、仮説設定 項目）、「③課題を解決できる」（分析検証 項目、表現発信 項目）を作成し、

件法で回答を求めた。得られた結果について、テトラコリック相関係数を用いた因子分析によって一

因子性を確認した後に得点を求め、 法による多重比較を実施した結果、 ～ ％水準で

有意差がみられた。さらに、同一学科の学年間で の効果量 を求めた。なお、理数科と普通科

では学校設定科目が異なるため、学科間比較は実施していない。

研究開発課題１・２を検証するための情報収集、現状把握、目標設定、仮説設定、分析検証、表現

発信の各項目は生徒対象の質問項目である。そこで、実際に形成的アセスメント研究で用いられた質

問項目（「❸関係資料４」を参照）を用いて、研究開発課題１、２に取り組んだ教員対象の調査を行

い、研究開発課題１・２への取組を教員側から分析することにした。さらに、「イノベーション理数

探究」「イノベーション探究」の担当経験により、教員がより広い範囲としたリフレクションに至っ

たのかについて、より深いリフレクションに至ったのかについて、教師のライフコース研究での先行

研究で用いた質問項目によって、具体的な記述より特徴的な内容を分析した。

⑤ 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。）

１ 生徒の変容 （研究開発課題１（理数科）、研究開発課題２（普通科））について

月のイノベーションフェスタで全校生徒を対象とした質問紙調査を実施し、分析した結果、学

年の違いによって「①現状を把握できる」「②目標を設定できる」「③課題を解決できる」の３つの

資質能力は明らかに伸びていることがわかった。

図 研究開発の基本構想及び 第Ⅲ期３年次における中間状況（「❸関係資料４」を参照）

２ 教員の変容（研究開発課題１（理数科）、研究開発課題２（普通科））

調査期間は 年 月 日〜 年１月 日とし、授業担当教員を対象として実施した。回

答者数は 名、回答率 ％であった 対象者 名 。回答者の性別は、男 名 ％ 、女

名 ％ であり、回答者の主な担当教科は、国語８名、地歴公民６名、数学５名、理科７名、英語

８名、保健体育３名、家庭１名、情報２名であった。（他は「❸関係資料４」を参照）。
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※上記は「❸関係資料４ 表「学習のためのアセスメント」の学習指導に関する調査結果」を参照

第Ⅲ期 の取り組みでは、理数科のイノベーション理数探究、普通科のイノベーション探究での

学習活動によって、各教科・科目で習得した知識、技能などを統合する場面としている。そこで、理理

数数科科ののイイノノベベーーシショョンン理理数数探探究究とと普普通通科科ののイイノノベベーーシショョンン探探究究のの授授業業担担当当者者はは、、生生徒徒とと共共ににここれれららのの

学学習習活活動動をを経経験験すするるここととにによよっってて、、どどののよよううなな影影響響ががああっったたののかかを検証するために、生徒の実態、授

業での指導方法、教材について、①視野が大きく広がったきっかけ・経験、②これまでより深く考え

るようになったきっかけ・経験を尋ねた。

①①視視野野がが大大ききくく広広ががっったたききっっかかけけ・・経経験験があるとの回答は、

・理数科「イノベーション理数探究」では、授業担当経験者 名中の 名 ％

・普通科「イノベーション探究」では、授業担当者経験者 名中の 名 ％ であった。

さらに、具体的な内容を尋ねた結果の特徴として、理数科のイノベーション理数探究では、「生徒

と共に考えるという姿勢が普通科よりも強かったと思う」「生徒の問の立て方や思考のあり方につい

て知ることのできる機会」との声のように、自自然然科科学学をを中中心心ととししたた探探究究活活動動にに取取りり組組むむ中中でで教教員員とと生生

徒徒のの間間ででアアセセススメメンントトととフフィィーードドババッッククのの往往還還が窺えよう。一方、普通科のイノベーション探究では、

「他地域（東北以外）の学校との交流では、価値観が大きく異なるので、視野が広がると感じた」な

どの学校間交流や外部機関との関わりの指摘や「自分の興味関心とは必ずしも関わらない内容のもの

を担当するので、生徒に説明させ、一緒にアイディアを出すということを行った。知らない分野の論

文や団体を調べるきっかけになった」などの声があり、価価値値観観がが大大ききくく異異ななるる人人ととのの交交流流やや未未知知なな分分

野野へへのの取取組組にによよっってて、、ここれれままででののフフレレーームムをを超超ええるるよよううなな経経験験にに直直面面することで、担当教員がこれま

でより広い視野で物事をみるきっかけになり得ることを示唆する。

②これまでより深く考えるようになったきっかけ・経験があるとの回答は、

・理数科「イノベーション理数探究」では、授業担当経験者 名中の 名 ％

・普通科「イノベーション探究」では、授業担当者経験者 名中の 名 ％ であった。

さらに、具体的な内容を尋ねた結果の特徴として、理数科のイノベーション理数探究では、「普通

科と比較して、より研究に近い感じを受け、生徒と一緒に私自身も勉強するきっかけになった」、「探

究での生徒の関心・意欲、要求される知的水準を考えて、普段の教科の授業レベルについても「探究

であれだけできるのだから」と考えるようになったなど、教科の授業での課題レベルを考える際に意

識するようになりました」などの声から、担担当当教教員員がが従従来来よよりりももささららにに深深いい思思考考のの必必要要性性をを指指摘摘して

いる。一方、普通科のイノベーション探究では、社会的な問題を扱う際について、「海洋プラスチッ

クやフードロスの問題について，いかに調べ学習の域を越えることが出来るかを自分自身でも情報を

集め，助言するように努めた」、「教えるのではなく導く指導の難しさを感じた」、「実際の指導を

通して、自分自身の専門範囲でなくとも、量的研究・質的研究双方の研究手法の理解を深め生徒の探

究心を尊重しつつもより良い方向へ導いていくことが重要と気づかされました」などの声より、社社会会

科科学学をを中中心心ととししたた探探究究活活動動でではは、、探探究究活活動動ののゴゴーールルのの設設定定のの難難ししささ、、設設定定ししたたゴゴーールルにに向向けけててのの教教員員

とと生生徒徒のの間間ででアアセセススメメンントトととフフィィーードドババッッククのの難難ししささをを指指摘摘している。これらのことは探究活動での

取り組みによる教員自身の深いリフレクションと言えよう。

これらより、研究開発課題１、２の実現に向けた取り組みは生徒の学習の場のみでなく、教員研修

にとっても非常に効果的な取り組みである。これらは活きた研修の場であるため、多くの教員がこの

ような実践を経験し、普及を図ることで高校教育のより一層の発展が期待できるといえる。

３－１ 地域コミュニティ分野 時習の森の活用

令和６年度中谷財団科学教育振興助成【個別】により、課題研究の充実、樹名札の設置、科学普

及活動に助成金を充当し、６月 白神フィールドワーク事前実習、 月イノベーション理数探究

基礎ミニ探究Ⅲ、 月仙台市立鶴谷小学校第３学年 名 学校訪問・自然観察、小学生対象 仙

台三高「時習の森」グリーンアドベンチャーを実施できた。

３－５ 研究発表分野 ④学会発表や外部コンテストへの挑戦

自然科学部は、文化部のインターハイといわれる全国総文祭においてポスター部門では文部科

学大臣賞（全国 位）、化学部門で文化庁長官賞（全国２位）のＷ受賞をするなど活躍した。世

界大会 にも出場、入賞とはならなかったが、文部科学大臣表敬訪問し、文部科学大臣

特別賞を受賞した。また高校化学グランドコンテストでは３位の化学技術賞を受賞し、国際大会

である に日本代表として参加し、化学部門において３等入賞を果たした。外部発表は、

理数科については、延べ 名が発表できた。探究においては延べ 名の生徒が外部発表を経

験できた。「❸関係資料５」に掲載

５－１ 教員への普及 ② 探究活動まなびあい教員研究会

実施後に報告書を作成し、県内外に配布した。 コードは下記に掲載。

５－１ 教員への普及 ③ 開発した授業コンテンツの公開

全て 件以上ダウンロードされ、普及に成果を挙げた。 コードは下記に掲載。

５－２ 生徒への普及～知の博物館～

令和４年度運用を開始依頼、現在では１ファイルごとに 件以上、多いものでは 件以

上ダウンロードされた。令和５年度には、「知の博物館収録テーマ一覧（ １～ ５）」において、

タイトルと分類をエクセルファイルに作成し、検索しやすくした。現在、 を越えるダウ

ンロードがあり、テーマ設定に活用されていることが分かる。 コードは下記に掲載。

探究活動まなびあい教員研究会 開発した授業コンテンツ 知の博物館

⑥ 研究開発の課題 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。）

１ 発見・発明型科学技術人材育成プログラムの実施

第Ⅲ期３年次までで完成した三高型 教育を改善しながら実施する。他校でも活用できる授

業実践の取り組みについて、実践事例集として研究内容や成果を仙台三高「実践事例集」と「知の

博物館」で公開する。

２ 技術活用型科学技術人材育成プログラムの実施

第Ⅲ期３年次までで完成した三高型 教育を改善しながら実施する。他校でも活用できる

授業実践の取り組みについて、実践事例集として研究内容や成果を仙台三高「実践事例集」と「知

の博物館」で公開する。

３ 尚志ヶ丘フィールドの開発

生徒の探究活動のテーマとして本校に隣接する時習の森と大堤沼を中心とした大堤公園（仙台市

が管理）を学習の場とした。また、近隣の小学生へ開放し、科学教育普及の場として活用した。

（開催国：ブラジル）学校・コミュニティ連携実践のビデオによるバーチャル展示会に「尚志ヶ丘

フィールド」を活用した 教育について生徒が発表動画を作成・出展した。学校林と公園の整備

・開発は、今後も宮城県、仙台市や地域住民、大学、 などの協力を得ながら行う。これらの場

所は、自然観察実習や都市計画の実践場所としての活用を進めながら、生徒自身がガイドするフィ

ールドワークツアーなど地域の小・中学生の自然体験や環境学習の場として活用する。

研究発表分野として三高探究の日やイノベーションフェスタでは、スクールサポーター（卒業生

）の大学院生を活用した研究発表交流を通して、発表の質とキャリア意識を向上させる。加えて、

協力企業のポスターも掲示することで、大学卒業後の実践的なキャリアを意識させる。
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※上記は「❸関係資料４ 表「学習のためのアセスメント」の学習指導に関する調査結果」を参照

第Ⅲ期 の取り組みでは、理数科のイノベーション理数探究、普通科のイノベーション探究での

学習活動によって、各教科・科目で習得した知識、技能などを統合する場面としている。そこで、理理

数数科科ののイイノノベベーーシショョンン理理数数探探究究とと普普通通科科ののイイノノベベーーシショョンン探探究究のの授授業業担担当当者者はは、、生生徒徒とと共共ににここれれららのの

学学習習活活動動をを経経験験すするるここととにによよっってて、、どどののよよううなな影影響響ががああっったたののかかを検証するために、生徒の実態、授

業での指導方法、教材について、①視野が大きく広がったきっかけ・経験、②これまでより深く考え

るようになったきっかけ・経験を尋ねた。

①①視視野野がが大大ききくく広広ががっったたききっっかかけけ・・経経験験があるとの回答は、

・理数科「イノベーション理数探究」では、授業担当経験者 名中の 名 ％

・普通科「イノベーション探究」では、授業担当者経験者 名中の 名 ％ であった。

さらに、具体的な内容を尋ねた結果の特徴として、理数科のイノベーション理数探究では、「生徒

と共に考えるという姿勢が普通科よりも強かったと思う」「生徒の問の立て方や思考のあり方につい

て知ることのできる機会」との声のように、自自然然科科学学をを中中心心ととししたた探探究究活活動動にに取取りり組組むむ中中でで教教員員とと生生

徒徒のの間間ででアアセセススメメンントトととフフィィーードドババッッククのの往往還還が窺えよう。一方、普通科のイノベーション探究では、

「他地域（東北以外）の学校との交流では、価値観が大きく異なるので、視野が広がると感じた」な

どの学校間交流や外部機関との関わりの指摘や「自分の興味関心とは必ずしも関わらない内容のもの

を担当するので、生徒に説明させ、一緒にアイディアを出すということを行った。知らない分野の論

文や団体を調べるきっかけになった」などの声があり、価価値値観観がが大大ききくく異異ななるる人人ととのの交交流流やや未未知知なな分分

野野へへのの取取組組にによよっってて、、ここれれままででののフフレレーームムをを超超ええるるよよううなな経経験験にに直直面面することで、担当教員がこれま

でより広い視野で物事をみるきっかけになり得ることを示唆する。

②これまでより深く考えるようになったきっかけ・経験があるとの回答は、

・理数科「イノベーション理数探究」では、授業担当経験者 名中の 名 ％

・普通科「イノベーション探究」では、授業担当者経験者 名中の 名 ％ であった。

さらに、具体的な内容を尋ねた結果の特徴として、理数科のイノベーション理数探究では、「普通

科と比較して、より研究に近い感じを受け、生徒と一緒に私自身も勉強するきっかけになった」、「探

究での生徒の関心・意欲、要求される知的水準を考えて、普段の教科の授業レベルについても「探究

であれだけできるのだから」と考えるようになったなど、教科の授業での課題レベルを考える際に意

識するようになりました」などの声から、担担当当教教員員がが従従来来よよりりももささららにに深深いい思思考考のの必必要要性性をを指指摘摘して

いる。一方、普通科のイノベーション探究では、社会的な問題を扱う際について、「海洋プラスチッ

クやフードロスの問題について，いかに調べ学習の域を越えることが出来るかを自分自身でも情報を

集め，助言するように努めた」、「教えるのではなく導く指導の難しさを感じた」、「実際の指導を

通して、自分自身の専門範囲でなくとも、量的研究・質的研究双方の研究手法の理解を深め生徒の探

究心を尊重しつつもより良い方向へ導いていくことが重要と気づかされました」などの声より、社社会会

科科学学をを中中心心ととししたた探探究究活活動動でではは、、探探究究活活動動ののゴゴーールルのの設設定定のの難難ししささ、、設設定定ししたたゴゴーールルにに向向けけててのの教教員員

とと生生徒徒のの間間ででアアセセススメメンントトととフフィィーードドババッッククのの難難ししささをを指指摘摘している。これらのことは探究活動での

取り組みによる教員自身の深いリフレクションと言えよう。

これらより、研究開発課題１、２の実現に向けた取り組みは生徒の学習の場のみでなく、教員研修

にとっても非常に効果的な取り組みである。これらは活きた研修の場であるため、多くの教員がこの

ような実践を経験し、普及を図ることで高校教育のより一層の発展が期待できるといえる。

３－１ 地域コミュニティ分野 時習の森の活用

令和６年度中谷財団科学教育振興助成【個別】により、課題研究の充実、樹名札の設置、科学普

及活動に助成金を充当し、６月 白神フィールドワーク事前実習、 月イノベーション理数探究

基礎ミニ探究Ⅲ、 月仙台市立鶴谷小学校第３学年 名 学校訪問・自然観察、小学生対象 仙

台三高「時習の森」グリーンアドベンチャーを実施できた。

３－５ 研究発表分野 ④学会発表や外部コンテストへの挑戦

自然科学部は、文化部のインターハイといわれる全国総文祭においてポスター部門では文部科

学大臣賞（全国 位）、化学部門で文化庁長官賞（全国２位）のＷ受賞をするなど活躍した。世

界大会 にも出場、入賞とはならなかったが、文部科学大臣表敬訪問し、文部科学大臣

特別賞を受賞した。また高校化学グランドコンテストでは３位の化学技術賞を受賞し、国際大会

である に日本代表として参加し、化学部門において３等入賞を果たした。外部発表は、

理数科については、延べ 名が発表できた。探究においては延べ 名の生徒が外部発表を経

験できた。「❸関係資料５」に掲載

５－１ 教員への普及 ② 探究活動まなびあい教員研究会

実施後に報告書を作成し、県内外に配布した。 コードは下記に掲載。

５－１ 教員への普及 ③ 開発した授業コンテンツの公開

全て 件以上ダウンロードされ、普及に成果を挙げた。 コードは下記に掲載。

５－２ 生徒への普及～知の博物館～

令和４年度運用を開始依頼、現在では１ファイルごとに 件以上、多いものでは 件以

上ダウンロードされた。令和５年度には、「知の博物館収録テーマ一覧（ １～ ５）」において、

タイトルと分類をエクセルファイルに作成し、検索しやすくした。現在、 を越えるダウ

ンロードがあり、テーマ設定に活用されていることが分かる。 コードは下記に掲載。

探究活動まなびあい教員研究会 開発した授業コンテンツ 知の博物館

⑥ 研究開発の課題 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。）

１ 発見・発明型科学技術人材育成プログラムの実施

第Ⅲ期３年次までで完成した三高型 教育を改善しながら実施する。他校でも活用できる授

業実践の取り組みについて、実践事例集として研究内容や成果を仙台三高「実践事例集」と「知の

博物館」で公開する。

２ 技術活用型科学技術人材育成プログラムの実施

第Ⅲ期３年次までで完成した三高型 教育を改善しながら実施する。他校でも活用できる

授業実践の取り組みについて、実践事例集として研究内容や成果を仙台三高「実践事例集」と「知

の博物館」で公開する。

３ 尚志ヶ丘フィールドの開発

生徒の探究活動のテーマとして本校に隣接する時習の森と大堤沼を中心とした大堤公園（仙台市

が管理）を学習の場とした。また、近隣の小学生へ開放し、科学教育普及の場として活用した。

（開催国：ブラジル）学校・コミュニティ連携実践のビデオによるバーチャル展示会に「尚志ヶ丘

フィールド」を活用した 教育について生徒が発表動画を作成・出展した。学校林と公園の整備

・開発は、今後も宮城県、仙台市や地域住民、大学、 などの協力を得ながら行う。これらの場

所は、自然観察実習や都市計画の実践場所としての活用を進めながら、生徒自身がガイドするフィ

ールドワークツアーなど地域の小・中学生の自然体験や環境学習の場として活用する。

研究発表分野として三高探究の日やイノベーションフェスタでは、スクールサポーター（卒業生

）の大学院生を活用した研究発表交流を通して、発表の質とキャリア意識を向上させる。加えて、

協力企業のポスターも掲示することで、大学卒業後の実践的なキャリアを意識させる。
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関係資料１ 研研究究開開発発のの概概要要

１１ 研研究究開開発発課課題題

「尚志ヶ丘フィールド」を舞台にした持続可能な社会を共創する科学技術人材の育成

～ 科学的な探究活動を支える「尚志ヶ丘フィールド」と「三高型 教育」の開発と実践～

２２ 研研究究開開発発ののねねららいい・・目目標標

１ 研究開発のねらい

持続可能な社会を共創する科学技術人材を育成するために、地域資源等を活用した「尚志ヶ丘フ

ィールド」を開発するとともに、科学的な探究活動の深化に繋がる「三高型 教育」のカリキ

ュラムを開発・実践することをねらいとする。構成的 や のテーマに加え情報活用や論理的

思考、研究倫理を重視した領域横断型カリキュラムや事業を開発し、実践・評価する。

２ 研究開発の目標

持続可能な社会を共創する科学技術人材の育成に向けて、以下の２つの目標を設定する。

【目標１】「尚志ヶ丘フィールド」及び「三高型 教育」の開発と実践による「発見・発明型

科学技術人材」の育成

【目標２】「尚志ヶ丘フィールド」及び「三高型 教育」の開発と実践による「技術活用型科

学技術人材」の育成

３ ３つの資質能力

持続可能な社会を共創する科学技術人材につながるコンピテンシーを意識した資質能力を以下の

３つに設定し、これらの資質能力をもとに、生徒の変容を評価する。

①現状を把握できる 情報を収集し、広い視野や様々な視座に立って議論し、現状を把握できる。

②目標を設定できる 情報分析から仮説を立て、持続可能な社会実現のために目標を設定できる。

③課題を解決できる 仮説検証に適した条件制御で実験し、論理的に情報分析した知識やアイデ

アを多言語でのプレゼンや論文で積極的に発信できる。

３３ 研研究究開開発発のの内内容容及及びび実実践践

【【研研究究開開発発１１】】

「尚志ヶ丘フィールド」及び「三高型 教育」による「発見・発明型科学技術人材育成プログ

ラム」を実施することで、３つの資質能力を伸長し、新しい科学技術を生み出す発見・発明型科学

技術人材を育成する。

（１）開発するカリキュラム

第１学年 第２学年 第３学年

科目名（単位数） 科目名（単位数） 科目名（単位数）

イノベーション理数探究基礎（ ）

理数数学Ⅰ（ ）

サイエンス総合（ ）

Ⅰ（ ）

理数データサイエンス（ ）

ライフサイエンス（ ）

イノベーション理数探究Ⅰ（ ）

理数数学Ⅰ（ ）

理数データサイエンス（ ）

ExpressionⅡ（ ）

特別理数探究（ ）

ライフサイエンス（ ）

イノベーション理数探究Ⅱ（ ）

理数数学Ⅱ（ ）

Ⅲ（ ）

２ 目的、仮説との関係、期待される成果

① 目的

主に理数科では、基礎研究を充実拡大し新しい科学技術を生み出す人材育成を目指す。

② 仮説との関係

ア 理数科を中心として第Ⅱ期までの 分野の取り組みを継続・深化させることで、基礎

研究や理学分野の追究などハイトップ層の育成や汎用性の高い工学系の科学技術の応用

開発ができる人材育成することができる。

イ 教科融合科目での を通して、仮説と実験・調査などの必要なデータ分析を経験し、研

究倫理と社会貢献を意識しながら、大学や研究機関との連携により基礎研究を中心とした

科学的な探究活動を充実させ、得られた研究成果を国内外に発信することができる。

 
 

③ 期待される成果

ア 研究センターを中心に学校全体で活用できるフィールドを再編または新設するこ

とで「尚志ヶ丘フィールド」と称し、これらの場を用いて「三高型 教育」を行う。

イ 「理数データサイエンス」や「サイエンス総合」などを通して情報活用能力や論理的思考を

重点的に向上させることにより、現状を把握できる資質能力を育成できる。

ウ 「 ライフサイエンス」「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「公共（ ）」

を通して、自分の研究が社会でどのように生かせるのかを考えると同時に、研究倫理を身

に付け、持続可能な社会のために目標を設定できる資質能力を育成できる。

エ ３年間を通して行う「イノベーション理数探究基礎Ⅰ・Ⅱ」においてラーニングサイクル

を繰り返し経験することにより、課題を解決できる資質能力を育成できる。

これらの３つの資質能力を育成することは、新しい科学技術を生み出す発見・発明型科学技術人材

の育成に有効である。

【【研研究究開開発発２２】】

「尚志ヶ丘フィールド」及び「三高型 教育」による技術活用型科学技術人材育成プログラム

を実施することで、３つの資質能力を伸長し、科学技術を有効に活用できる技術活用型科学技術人

材を育成する。

１ 開発するカリキュラム

１学年 ２学年 ３学年

科目名（単位数） 科目名（単位数） 科目名（単位数）

イノベーション探究基礎（ ）

数学Ⅰ（ ）

データサイエンス（ ）

イノベーション探究Ⅰ（ ）

数学Ⅱ（ ～ ）

データサイエンス（ ）

特別探究（ ）

イノベーション探究Ⅱ（ ）

数学Ⅱ（ ）

２ 目的、仮説との関係、期待される成果

① 目的

主に普通科では、新たな課題を提示し科学技術を有効に活用できる人材育成を目指す。

② 仮説との関係

ア Ⅱ期までに理数科で開発した探究活動のカリキュラムを普及するとともに、科学技術への

理解を深め、有効に利用できる人材を育成することができる。

イ 教科融合科目で を経験し、身近な社会問題に対しての仮説と実験・調査などの必要な

データ分析ができる。

ウ 社会倫理と社会貢献を意識しながら、公園の開発、産官との関係強化、ユネスコスクール

のネットワークを生かした国際交流と共同研究により、科学的な探究活動を充実させ、得

られた課題と解決策を提案することができる。

③ 期待される成果

ア 「尚志ヶ丘フィールド」と称した様々な活動分野で、生徒が探究活動の課題をより身近に

自分事として主体的に向き合える実践を行い、課題解決を意識したラーニングサイクル

を繰り返し経験できる。

イ 「 データサイエンス」などを通して、データ分析をすることで現状を把握できる資質能

力を育成できる。

ウ 単位を１単位増単した「公共（ ）」を通して、自分の研究が社会でどのように

生かせるのかを考えると同時に、研究倫理についても身に付けることで、持続可能な社会

のために目標を設定できる資質能力を育成できる。

エ ３年間を通して行う「イノベーション探究基礎Ⅰ・Ⅱ」においてラーニングサイクルを繰

り返し経験することにより課題を解決できる資質能力を育成できる。

これら３つの資質能力を身に付けることで、新たな課題を提示し科学技術を有効に活用できる技

術活用型科学技術人材を育成できる。

【【幅幅広広いい視視野野とと多多角角的的なな視視座座でで をを経経験験ででききるる「「三三高高型型 教教育育」」のの開開発発】】

第Ⅲ期ではこれまでの取り組みをまとめ、「三高型 教育」として複雑な現実の問題に対する

探究とその解決を中心に据えた学びを展開する。主体的な学習を促し、知識の構造化を支援し、授業

と実社会とを自然に統合することを数多く経験させる。この学習により生徒に幅広い視野と多角的
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関係資料１ 研研究究開開発発のの概概要要

１１ 研研究究開開発発課課題題

「尚志ヶ丘フィールド」を舞台にした持続可能な社会を共創する科学技術人材の育成

～ 科学的な探究活動を支える「尚志ヶ丘フィールド」と「三高型 教育」の開発と実践～

２２ 研研究究開開発発ののねねららいい・・目目標標

１ 研究開発のねらい

持続可能な社会を共創する科学技術人材を育成するために、地域資源等を活用した「尚志ヶ丘フ

ィールド」を開発するとともに、科学的な探究活動の深化に繋がる「三高型 教育」のカリキ

ュラムを開発・実践することをねらいとする。構成的 や のテーマに加え情報活用や論理的

思考、研究倫理を重視した領域横断型カリキュラムや事業を開発し、実践・評価する。

２ 研究開発の目標

持続可能な社会を共創する科学技術人材の育成に向けて、以下の２つの目標を設定する。

【目標１】「尚志ヶ丘フィールド」及び「三高型 教育」の開発と実践による「発見・発明型

科学技術人材」の育成

【目標２】「尚志ヶ丘フィールド」及び「三高型 教育」の開発と実践による「技術活用型科

学技術人材」の育成

３ ３つの資質能力

持続可能な社会を共創する科学技術人材につながるコンピテンシーを意識した資質能力を以下の

３つに設定し、これらの資質能力をもとに、生徒の変容を評価する。

①現状を把握できる 情報を収集し、広い視野や様々な視座に立って議論し、現状を把握できる。

②目標を設定できる 情報分析から仮説を立て、持続可能な社会実現のために目標を設定できる。

③課題を解決できる 仮説検証に適した条件制御で実験し、論理的に情報分析した知識やアイデ

アを多言語でのプレゼンや論文で積極的に発信できる。

３３ 研研究究開開発発のの内内容容及及びび実実践践

【【研研究究開開発発１１】】

「尚志ヶ丘フィールド」及び「三高型 教育」による「発見・発明型科学技術人材育成プログ

ラム」を実施することで、３つの資質能力を伸長し、新しい科学技術を生み出す発見・発明型科学

技術人材を育成する。

（１）開発するカリキュラム

第１学年 第２学年 第３学年

科目名（単位数） 科目名（単位数） 科目名（単位数）

イノベーション理数探究基礎（ ）

理数数学Ⅰ（ ）

サイエンス総合（ ）

Ⅰ（ ）

理数データサイエンス（ ）

ライフサイエンス（ ）

イノベーション理数探究Ⅰ（ ）

理数数学Ⅰ（ ）

理数データサイエンス（ ）

ExpressionⅡ（ ）

特別理数探究（ ）

ライフサイエンス（ ）

イノベーション理数探究Ⅱ（ ）

理数数学Ⅱ（ ）

Ⅲ（ ）

２ 目的、仮説との関係、期待される成果

① 目的

主に理数科では、基礎研究を充実拡大し新しい科学技術を生み出す人材育成を目指す。

② 仮説との関係

ア 理数科を中心として第Ⅱ期までの 分野の取り組みを継続・深化させることで、基礎

研究や理学分野の追究などハイトップ層の育成や汎用性の高い工学系の科学技術の応用

開発ができる人材育成することができる。

イ 教科融合科目での を通して、仮説と実験・調査などの必要なデータ分析を経験し、研

究倫理と社会貢献を意識しながら、大学や研究機関との連携により基礎研究を中心とした

科学的な探究活動を充実させ、得られた研究成果を国内外に発信することができる。

 
 

③ 期待される成果

ア 研究センターを中心に学校全体で活用できるフィールドを再編または新設するこ

とで「尚志ヶ丘フィールド」と称し、これらの場を用いて「三高型 教育」を行う。

イ 「理数データサイエンス」や「サイエンス総合」などを通して情報活用能力や論理的思考を

重点的に向上させることにより、現状を把握できる資質能力を育成できる。

ウ 「 ライフサイエンス」「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「公共（ ）」

を通して、自分の研究が社会でどのように生かせるのかを考えると同時に、研究倫理を身

に付け、持続可能な社会のために目標を設定できる資質能力を育成できる。

エ ３年間を通して行う「イノベーション理数探究基礎Ⅰ・Ⅱ」においてラーニングサイクル

を繰り返し経験することにより、課題を解決できる資質能力を育成できる。

これらの３つの資質能力を育成することは、新しい科学技術を生み出す発見・発明型科学技術人材

の育成に有効である。

【【研研究究開開発発２２】】

「尚志ヶ丘フィールド」及び「三高型 教育」による技術活用型科学技術人材育成プログラム

を実施することで、３つの資質能力を伸長し、科学技術を有効に活用できる技術活用型科学技術人

材を育成する。

１ 開発するカリキュラム

１学年 ２学年 ３学年

科目名（単位数） 科目名（単位数） 科目名（単位数）

イノベーション探究基礎（ ）

数学Ⅰ（ ）

データサイエンス（ ）

イノベーション探究Ⅰ（ ）

数学Ⅱ（ ～ ）

データサイエンス（ ）

特別探究（ ）

イノベーション探究Ⅱ（ ）

数学Ⅱ（ ）

２ 目的、仮説との関係、期待される成果

① 目的

主に普通科では、新たな課題を提示し科学技術を有効に活用できる人材育成を目指す。

② 仮説との関係

ア Ⅱ期までに理数科で開発した探究活動のカリキュラムを普及するとともに、科学技術への

理解を深め、有効に利用できる人材を育成することができる。

イ 教科融合科目で を経験し、身近な社会問題に対しての仮説と実験・調査などの必要な

データ分析ができる。

ウ 社会倫理と社会貢献を意識しながら、公園の開発、産官との関係強化、ユネスコスクール

のネットワークを生かした国際交流と共同研究により、科学的な探究活動を充実させ、得

られた課題と解決策を提案することができる。

③ 期待される成果

ア 「尚志ヶ丘フィールド」と称した様々な活動分野で、生徒が探究活動の課題をより身近に

自分事として主体的に向き合える実践を行い、課題解決を意識したラーニングサイクル

を繰り返し経験できる。

イ 「 データサイエンス」などを通して、データ分析をすることで現状を把握できる資質能

力を育成できる。

ウ 単位を１単位増単した「公共（ ）」を通して、自分の研究が社会でどのように

生かせるのかを考えると同時に、研究倫理についても身に付けることで、持続可能な社会

のために目標を設定できる資質能力を育成できる。

エ ３年間を通して行う「イノベーション探究基礎Ⅰ・Ⅱ」においてラーニングサイクルを繰

り返し経験することにより課題を解決できる資質能力を育成できる。

これら３つの資質能力を身に付けることで、新たな課題を提示し科学技術を有効に活用できる技

術活用型科学技術人材を育成できる。

【【幅幅広広いい視視野野とと多多角角的的なな視視座座でで をを経経験験ででききるる「「三三高高型型 教教育育」」のの開開発発】】

第Ⅲ期ではこれまでの取り組みをまとめ、「三高型 教育」として複雑な現実の問題に対する

探究とその解決を中心に据えた学びを展開する。主体的な学習を促し、知識の構造化を支援し、授業

と実社会とを自然に統合することを数多く経験させる。この学習により生徒に幅広い視野と多角的
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な視座を与え、課題解決の必要性を感じさせ、課題への関心を持続する探究の力を育てる。

科 目 内 容 の対応

理数データサイエンス

データサイエンス

情報と数学の融合

実験データの処理や統計の実施

サイエンス総合
地学中心の物理・化学・生物・地学、

理科４分野の融合

ライフサイエンス
家庭基礎と保健の融合

英語表現と探究の融合

理科実験や数学を題材に実施

公共（ ）
倫理と論理の思考の融合

研究倫理と社会倫理を題材に実施

【【科科学学的的なな探探究究活活動動をを支支ええるる「「尚尚志志ヶヶ丘丘フフィィーールルドド」」のの開開発発】】

科学的な探究活動の場として、 第Ⅱ期までに構築した「産官学分野」「国際・国内交流分野」

「地域小学校・中学校交流分野」に「地域コミュニティ」と「研究発表」分野を新たに加えた５つ

の分野を「尚志ヶ丘フィールド」と称し、生徒や教員が地域資源を活用できるように開発する。

分 野 具体的な活動例

地域コミュニティ分野
本校に隣接する時習の森（学校林）と大堤沼を中心とした大堤公園（仙

台市管理）を探究活動の場として活用する。

産官学分野
最先端科学の内容について大学や企業の研究者からの講演や課題研

究での連携を通して、ハイトップな研究者を育成する。

国際・国内交流分野
台湾師範大附属高級中学との国際交流や東北大学グローバルラーニングセン

ター（ ）による課題研究への指導助言、国際共同研究を行う。

地域小学校・中学校交流分野
高校生が主体となった科学実験教室やプログラミング教室を通して、

児童・生徒への科学教育や探究学習を啓発する。

研究発表分野
自然科学系のコンテストだけではなく、普通科文系の探究活動を発表

する人文科学・社会科学系のコンテストへ幅広く挑戦する。

三高型 教育の概念図

関係資料２ 研研究究開開発発のの経経緯緯
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理

数
数

学
Ⅱ

項
目

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

分
野

産
官

学
分

野

国
際

・
国

内
交

流
分

野

地
域

小
学

校
・

中
学

校
交

流
分

野

研
究

発
表

分
野

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
 

モ
デ

ル
化

と
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
デ

ー
タ

の
分

析

数
と

式
、

集
合

と
論

理
、

場
合

の
数

２
次

関
数

、
確

率

天
文

か
ら

考
え

る
自

然
科

学
 

地
球

の
構

造
と

地
球

に
お

け
る

変
動

 
地
球
の
歴
史
と
宮
城
か
ら
み
た
地
球

宮
城

の
気

候
と

海
洋

・
 
宮

城
か

ら
考

え
る

地
球

環
境

い
ろ

い
ろ

な
式

，
図

形
と

方
程

式
，

楕
円

，
数

列
三

角
関

数
と

複
素

数
平

面
，

漸
化

式
と

数
学

的
帰

納
法

微
分

法
，

微
分

の
応

用
，

積
分

法
，

平
面

ベ
ク

ト
ル

極
限

，
微

分
法

，
空

間
ベ

ク
ト

ル
 

授
業

時
間

外
で

外
部

発
表

に
向

け
た

準
備

や
大

学
・

研
究

機
関

か
ら

の
指

導
助

言

探
究

活
動

中
間

発
表

口
頭

試
問

探
究

活
動

、
外

部
で

の
生

徒
研

究
発

表
会

等
探

究
活

動

三
角

比
、

三
角

関
数

、
統

計
的

な
推

測
、

図
形

の
性

質

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
と

環
境

東
北
大
学
研
修
（
東
北
大
学
工

学
部
訪
問
）

第
1
回
先
端
科
学
講
演
会
（
東

北
大
学
）

南
三
陸
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

（
宮
城
県
南
三
陸
町
）

つ
く
ば
研
修
（
茨
城
県
）

白
神
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
青

森
県
）

時
習
の
森
実
習
：
小
学
生
交
流

時
習
の
森
整
備

大
堤
沼
整
備

時
習
の
森
実
習
：
白
神
F
W

大
堤
沼
プ
レ
探
究
：
イ
ノ
探

白
神
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

南
三
陸
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

大
堤
沼
プ
レ
探
究
：
イ
ノ
探

教
員

研
修

（
校

内
）

教
員

研
修

（
校

外
）

情
報
モ
ラ
ル
研
修

S
S
H
Ⅲ
期
3
年
目
に
つ
い
て

生
成
A
I
の
活
用
に
つ
い
て

探
究
型
学
習
の
進
め
方

探
究
学
習
の
テ
ー
マ
設
定

探
究
指
導
の
実
践
事
例

8
月

9
月

技 術 活 用 型 科 学 技 術 人 材

育 成 プ ロ グ ラ ム

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
と

疾
病

予
防

・
医

療

２
次

関
数

、
確

率
、

離
散

グ
ラ

フ
 

デ
ー

タ
の

活
用

①
 
（

分
散

、
標

準
偏

差
）

デ
ー

タ
の

活
用

②
 
（

回
帰

分
析

と
散

布
図

）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

数
と
式
、
集
合
と
論
理
、
場
合
の
数

デ
ー
タ
活
用
講
演
会
（
宮
城
大

学
、
藤
崎
デ
パ
ー
ト
、
ミ
ヤ
ッ

ク
ス
）

花
王
出
前
授
業

法
教
育
講
演
会
（
弁
護
士
会
）

わ
く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

（
科
学
者
の
卵
養
成
講
座
　
実

験
屋
台
）

い
ろ

い
ろ

な
式

，
図

形
と

方
程

式
，

楕
円

，
数

列
 

シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
実
践

G
L
C
交
流
⑧
(
最
終
回
）

国
際
共
同
課
題
研
究
発
表

仙
台
三
高
海
外
研
修

台
中
海
外
研
修

堀
川
高
校
交
流

ひ
ら
め
き
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
室

（
鶴
ケ
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
）

出
前
授
業

わ
く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

（
燕
沢
児
童
館
）

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
運
用
採
点

ナ
ビ
の
使
い
方

日
本
金
属
学
会
 
2
0
2
5
年
春
期

講
演
大
会

第
1
3
回
　
高
校
生
・
高
専
学
生

ポ
ス
タ
ー
発
表
（
日
本
金
属
学

会
）

宮
城
県
高
校
理
数
科
課
題
研
究

発
表
会

つ
く
ば
S
c
i
e
n
c
e
E
d
g
e
2
0
2
5

水
も
の
が
た
り
研
究
会

鶴
ケ
谷
小
学
校
児
童
交
流

わ
く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

（
枡
江
児
童
館
）

日
本
学
生
科
学
賞

栃
木
高
校
発
表
会

電
気
学
会
高
校
生
み
ら
い
創
造

コ
ン
テ
ス
ト

第
1
9
回
 
高
校
化
学
グ
ラ
ン
ド

コ
ン
テ
ス
ト

宮
城
県
高
等
学
校
社
会
科
教
育

研
究
会

宮
城
県
生
徒
理
科
研
究
発
表
会

第
3
4
回
　
私
た
ち
の
身
の
ま
わ

り
の
環
境
地
図
作
品
展

第
1
6
回
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
全

国
大
会

み
や
ぎ
の
こ
ど
も
未
来
博

中
谷
医
工
計
測
技
術
振
興
財
団

成
果
発
表
会

知
の
博
物
館
（
更
新
）

み
や
ぎ
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

あ
つ
ま
れ
!
!
杜
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
i
n
鶴
ヶ
谷

G
L
C
 
セ

ッ
シ

ョ
ン

台
湾

高
校

生
と

発
表

交
流

個
人

毎
ポ

ス
タ

ー
作

成

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
と

防
災

大
堤
沼
プ
レ
探
究
：
イ
ノ
探

時
習
の
森
実
習
：
イ
ノ
理
探

時
習
の
森
活
用
：
台
湾
交
流

1
0
月

三
角
関
数
，
複
素
数
平
面
，
漸
化
式
と
数
学
的
帰
納
法
，
平
面
上
の
ベ
ク
ト
ル

微
分

法
・

積
分

法
，

数
列

の
極

限
，

空
間

ベ
ク

ト
ル

，
平

面
上

の
曲

線
関

数
の

極
限

，
微

分
法

，
複

素
数

平
面

 

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
 

モ
デ

ル
化

と
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
 

デ
ー

タ
の

分
析

 

時
習
の
森
活
用
：
生
物
基
礎

微
分

と
そ

の
応

用
積

分
と

そ
の

応
用

総
合

演
習

全
国
大
会
E
S
D
研
究
大
会
：
イ

ノ
探

第
1
6
回
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

２
月

３
月

1
1
月

1
2
月

１
月

G
L
C
交
流
③
④

国
際
共
同
研
究
：
発
表
準
備

台
中
明
道
高
級
中
学
交
流

S
S
H
東
北
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

第
1
0
1
回
海
洋
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム 福
島
高
校
探
究
発
表
会

黎
明
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

3
.
1
1
メ
モ
リ
ア
ル
"
R
e
-
D
i
t
"

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

2
0
2
4
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

吉
野
作
造
記
念
館
3
0
周
年
記
念

事
業
高
校
生
政
策
提
言
発
表
会

安
積
高
校
Ｓ
Ｓ
Ｈ
探
究
活
動
発

表
会
・
成
果
報
告
会

G
L
C
交
流
⑤
⑥

G
L
C
交
流
⑦

台
湾
研
修
（
台
湾
師
範
大
学
附

属
高
級
中
学
交
流
）

国
内
研
修
（
若
狭
、
立
命
館
宇

治
、
堀
川
、
姫
路
西
、
神
戸
大

付
属
と
交
流
）

花
王
出
前
授
業

第
２
回
先
端
科
学
講
演
会

(
J
A
M
S
T
E
C
女
性
研
究
者
)

ミ
ニ

探
究

Ⅳ
（

地
学

）
説
明
会
・
分
野
選
択

①
グ

ル
ー

プ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「

A
c
a
d
e
m
i
c
 
P
r
e
s
e
n
t
a
t
i
o
n
」

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
ラ
イ
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
と

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
と

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

と
生

活

仮
説
検
定
（
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
実
験
デ
ー
タ
の
活
用
）

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
 

情
報

社
会

、
情

報
デ

ザ
イ

ン

ミ
ニ
探
究
Ⅰ
（
化
学
）

ミ
ニ
探
究
Ⅱ
（
物
理
）

三
高
探
究
の
日

S
S
H
交
流
会
支
援
　
探
究
活
動

ま
な
び
あ
い
教
員
研
修
会

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ

S
S
H
中
間
報
告
会
・
授
業
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用

班
づ
く
り
・
テ
ー
マ
設
定

発
表

見
学

テ
ー

マ
設

定
 予

備
実

験
東

北
大

研
修

（
工

学
部

）

1
0
月

英
語

学
習

①
英
語
×
研
究
サ
イ
ク
ル
×
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
基
本
構
成

1
1
月

1
2
月

１
月

２
月

３
月

複
素
数
、
複
素
数
平
面
、
指
数
関
数
、
数
列
、
整
数
の
性
質

三
角
比
、
三
角
関
数
、
統
計
的
な
推
測
、
図
形
の
性
質
 

探
究

活
動

探
究

活
動

 
3
m
i
n
ス

ラ
イ

ド
作

成
･
発

表
 

日
本
地
質
学
会

複
素

数
、

指
数

関
数

、
数

列

4
月

5
月

授
業

時
間

外
で

外
部

発
表

に
向

け
た

準
備

や
大

学
・

企
業

か
ら

の
指

導
助

言

三
高
探
究
の
日

日
本
地
球
惑
星
科
学
連
合
大
会

2
0
2
4
 
高
校
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

S
D
G
s
マ
ル
シ
ェ
2
0
2
4

や
っ
て
み
て
サ
イ
エ
ン
ス
S
S
H

指
定
校
合
同
発
表
会

学
都
「
仙
台
・
宮
城
」
サ
イ
エ

ン
ス
・
デ
イ
2
0
2
4

R
6
国
際
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム

G
2
0
学
校
・
地
域
連
携
実
践
展

示
会

動
物
学
会
東
北
支
部
大
会

第
４
８
回
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
（
ぎ
ふ
総
文
）

S
S
H
生
徒
研
究
発
表
会

宮
城
野
高
校
探
究
発
表
会

6
月

7
月

わ
く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

（
仙
台
市
科
学
館
）

尚 志 ヶ 丘 フ ィ ー ル ド の 開 発

わ
く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

（
鶴
ヶ
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
、
八

乙
女
児
童
館
）

韓
国
チ
ョ
ン
リ
ョ
ル
女
子
高
校

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

国
際
共
同
研
究
：
学
習
会

G
L
C
交
流
①

国
際
共
同
研
究
：
研
究
グ
ル
ー

プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ハ
ワ
イ
大
学
学
生
交
流

G
L
C
交
流
②

国
際
共
同
研
究
：
調
査
開
始

発 見 ・ 発 明 型 科 学 技 術 人 材

育 成 プ ロ グ ラ ム

発
表

活
動

論
文

作
成

発
表

活
動

論
文

作
成

進
路

探
究

進
路

探
究

研
究

論
文

の
読

解
英

語
論

文
作

成

微
分

と
そ

の
応

用
積

分
と

そ
の

応
用

総
合

演
習

探
究

活
動

 
 
　

ポ
ス

タ
ー

発
表

・
口

頭
発

表
探

究
活

動
　

外
部

発
表

探
究

活
動

　
口

頭
発

表

情
報

社
会

、
情

報
デ

ザ
イ

ン
デ

ー
タ

の
活

用
①

（
分

散
、

標
準

偏
差

）
 

デ
ー

タ
の

活
用

②
 
（

回
帰

分
析

と
散

布
図

）
仮

説
検

定
（

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

の
活

用
）

 

プ
レ

探
究

活
動

探
究

活
動

の
ス

キ
ル

ミ
ニ

探
究

Ⅲ
（

生
物

）

－14－



 
 

な視座を与え、課題解決の必要性を感じさせ、課題への関心を持続する探究の力を育てる。

科 目 内 容 の対応

理数データサイエンス

データサイエンス

情報と数学の融合

実験データの処理や統計の実施

サイエンス総合
地学中心の物理・化学・生物・地学、

理科４分野の融合

ライフサイエンス
家庭基礎と保健の融合

英語表現と探究の融合

理科実験や数学を題材に実施

公共（ ）
倫理と論理の思考の融合

研究倫理と社会倫理を題材に実施

【【科科学学的的なな探探究究活活動動をを支支ええるる「「尚尚志志ヶヶ丘丘フフィィーールルドド」」のの開開発発】】

科学的な探究活動の場として、 第Ⅱ期までに構築した「産官学分野」「国際・国内交流分野」

「地域小学校・中学校交流分野」に「地域コミュニティ」と「研究発表」分野を新たに加えた５つ

の分野を「尚志ヶ丘フィールド」と称し、生徒や教員が地域資源を活用できるように開発する。

分 野 具体的な活動例

地域コミュニティ分野
本校に隣接する時習の森（学校林）と大堤沼を中心とした大堤公園（仙

台市管理）を探究活動の場として活用する。

産官学分野
最先端科学の内容について大学や企業の研究者からの講演や課題研

究での連携を通して、ハイトップな研究者を育成する。

国際・国内交流分野
台湾師範大附属高級中学との国際交流や東北大学グローバルラーニングセン

ター（ ）による課題研究への指導助言、国際共同研究を行う。

地域小学校・中学校交流分野
高校生が主体となった科学実験教室やプログラミング教室を通して、

児童・生徒への科学教育や探究学習を啓発する。

研究発表分野
自然科学系のコンテストだけではなく、普通科文系の探究活動を発表

する人文科学・社会科学系のコンテストへ幅広く挑戦する。

三高型 教育の概念図

関係資料２ 研研究究開開発発のの経経緯緯
月

学
年
項

目

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
 理

数
探

究
基

礎

S
S
理

数
数

学
Ⅰ

S
S
理
数
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

S
S
サ
イ
エ
ン
ス
総
合

R
e
s
e
a
r
c
h
 
E
x
p
r
e
s
s
i
o
n
Ⅰ

S
T
E
A
M
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
理
数
探
究
Ⅰ

特
別

理
数

探
究

S
S
理

数
数

学
Ⅱ

S
S
理
数
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

R
e
s
e
a
r
c
h
 
E
x
p
r
e
s
s
i
o
n
Ⅱ

S
T
E
A
M
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
理
数
探
究
Ⅱ

R
e
s
e
a
r
c
h
 
E
x
p
r
e
s
s
i
o
n
Ⅲ

S
S
理

数
数

学
Ⅱ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
探
究
基
礎

S
S
数

学
Ⅰ

S
S
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
探

究
Ⅰ

特
別

探
究

S
S
理

数
数

学
Ⅱ

S
S
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
探

究
Ⅱ

S
S
理

数
数

学
Ⅱ

項
目

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

分
野

産
官

学
分

野

国
際

・
国

内
交

流
分

野

地
域

小
学

校
・

中
学

校
交

流
分

野

研
究

発
表

分
野

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
 

モ
デ

ル
化

と
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
デ

ー
タ

の
分

析

数
と

式
、

集
合

と
論

理
、

場
合

の
数

２
次

関
数

、
確

率

天
文

か
ら

考
え

る
自

然
科

学
 

地
球

の
構

造
と

地
球

に
お

け
る

変
動

 
地
球
の
歴
史
と
宮
城
か
ら
み
た
地
球

宮
城

の
気

候
と

海
洋

・
 
宮

城
か

ら
考

え
る

地
球

環
境

い
ろ

い
ろ

な
式

，
図

形
と

方
程

式
，

楕
円

，
数

列
三

角
関

数
と

複
素

数
平

面
，

漸
化

式
と

数
学

的
帰

納
法

微
分

法
，

微
分

の
応

用
，

積
分

法
，

平
面

ベ
ク

ト
ル

極
限

，
微

分
法

，
空

間
ベ

ク
ト

ル
 

授
業

時
間

外
で

外
部

発
表

に
向

け
た

準
備

や
大

学
・

研
究

機
関

か
ら

の
指

導
助

言

探
究

活
動

中
間

発
表

口
頭

試
問

探
究

活
動

、
外

部
で

の
生

徒
研

究
発

表
会

等
探

究
活

動

三
角

比
、

三
角

関
数

、
統

計
的

な
推

測
、

図
形

の
性

質

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
と

環
境

東
北
大
学
研
修
（
東
北
大
学
工

学
部
訪
問
）

第
1
回
先
端
科
学
講
演
会
（
東

北
大
学
）

南
三
陸
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

（
宮
城
県
南
三
陸
町
）

つ
く
ば
研
修
（
茨
城
県
）

白
神
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
青

森
県
）

時
習
の
森
実
習
：
小
学
生
交
流

時
習
の
森
整
備

大
堤
沼
整
備

時
習
の
森
実
習
：
白
神
F
W

大
堤
沼
プ
レ
探
究
：
イ
ノ
探

白
神
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

南
三
陸
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

大
堤
沼
プ
レ
探
究
：
イ
ノ
探

教
員

研
修

（
校

内
）

教
員

研
修

（
校

外
）

情
報
モ
ラ
ル
研
修

S
S
H
Ⅲ
期
3
年
目
に
つ
い
て

生
成
A
I
の
活
用
に
つ
い
て

探
究
型
学
習
の
進
め
方

探
究
学
習
の
テ
ー
マ
設
定

探
究
指
導
の
実
践
事
例

8
月

9
月

技 術 活 用 型 科 学 技 術 人 材

育 成 プ ロ グ ラ ム

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
と

疾
病

予
防

・
医

療

２
次

関
数

、
確

率
、

離
散

グ
ラ

フ
 

デ
ー

タ
の

活
用

①
 
（

分
散

、
標

準
偏

差
）

デ
ー

タ
の

活
用

②
 
（

回
帰

分
析

と
散

布
図

）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

数
と
式
、
集
合
と
論
理
、
場
合
の
数

デ
ー
タ
活
用
講
演
会
（
宮
城
大

学
、
藤
崎
デ
パ
ー
ト
、
ミ
ヤ
ッ

ク
ス
）

花
王
出
前
授
業

法
教
育
講
演
会
（
弁
護
士
会
）

わ
く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

（
科
学
者
の
卵
養
成
講
座
　
実

験
屋
台
）

い
ろ

い
ろ

な
式

，
図

形
と

方
程

式
，

楕
円

，
数

列
 

シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
実
践

G
L
C
交
流
⑧
(
最
終
回
）

国
際
共
同
課
題
研
究
発
表

仙
台
三
高
海
外
研
修

台
中
海
外
研
修

堀
川
高
校
交
流

ひ
ら
め
き
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
室

（
鶴
ケ
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
）

出
前
授
業

わ
く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

（
燕
沢
児
童
館
）

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
運
用
採
点

ナ
ビ
の
使
い
方

日
本
金
属
学
会
 
2
0
2
5
年
春
期

講
演
大
会

第
1
3
回
　
高
校
生
・
高
専
学
生

ポ
ス
タ
ー
発
表
（
日
本
金
属
学

会
）

宮
城
県
高
校
理
数
科
課
題
研
究

発
表
会

つ
く
ば
S
c
i
e
n
c
e
E
d
g
e
2
0
2
5

水
も
の
が
た
り
研
究
会

鶴
ケ
谷
小
学
校
児
童
交
流

わ
く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

（
枡
江
児
童
館
）

日
本
学
生
科
学
賞

栃
木
高
校
発
表
会

電
気
学
会
高
校
生
み
ら
い
創
造

コ
ン
テ
ス
ト

第
1
9
回
 
高
校
化
学
グ
ラ
ン
ド

コ
ン
テ
ス
ト

宮
城
県
高
等
学
校
社
会
科
教
育

研
究
会

宮
城
県
生
徒
理
科
研
究
発
表
会

第
3
4
回
　
私
た
ち
の
身
の
ま
わ

り
の
環
境
地
図
作
品
展

第
1
6
回
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
全

国
大
会

み
や
ぎ
の
こ
ど
も
未
来
博

中
谷
医
工
計
測
技
術
振
興
財
団

成
果
発
表
会

知
の
博
物
館
（
更
新
）

み
や
ぎ
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

あ
つ
ま
れ
!
!
杜
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
i
n
鶴
ヶ
谷

G
L
C
 
セ

ッ
シ

ョ
ン

台
湾

高
校

生
と

発
表

交
流

個
人

毎
ポ

ス
タ

ー
作

成

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
と

防
災

大
堤
沼
プ
レ
探
究
：
イ
ノ
探

時
習
の
森
実
習
：
イ
ノ
理
探

時
習
の
森
活
用
：
台
湾
交
流

1
0
月

三
角
関
数
，
複
素
数
平
面
，
漸
化
式
と
数
学
的
帰
納
法
，
平
面
上
の
ベ
ク
ト
ル

微
分

法
・

積
分

法
，

数
列

の
極

限
，

空
間

ベ
ク

ト
ル

，
平

面
上

の
曲

線
関

数
の

極
限

，
微

分
法

，
複

素
数

平
面

 

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
 

モ
デ

ル
化

と
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
 

デ
ー

タ
の

分
析

 

時
習
の
森
活
用
：
生
物
基
礎

微
分

と
そ

の
応

用
積

分
と

そ
の

応
用

総
合

演
習

全
国
大
会
E
S
D
研
究
大
会
：
イ

ノ
探

第
1
6
回
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

２
月

３
月

1
1
月

1
2
月

１
月

G
L
C
交
流
③
④

国
際
共
同
研
究
：
発
表
準
備

台
中
明
道
高
級
中
学
交
流

S
S
H
東
北
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

第
1
0
1
回
海
洋
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム 福
島
高
校
探
究
発
表
会

黎
明
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

3
.
1
1
メ
モ
リ
ア
ル
"
R
e
-
D
i
t
"

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

2
0
2
4
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

吉
野
作
造
記
念
館
3
0
周
年
記
念

事
業
高
校
生
政
策
提
言
発
表
会

安
積
高
校
Ｓ
Ｓ
Ｈ
探
究
活
動
発

表
会
・
成
果
報
告
会

G
L
C
交
流
⑤
⑥

G
L
C
交
流
⑦

台
湾
研
修
（
台
湾
師
範
大
学
附

属
高
級
中
学
交
流
）

国
内
研
修
（
若
狭
、
立
命
館
宇

治
、
堀
川
、
姫
路
西
、
神
戸
大

付
属
と
交
流
）

花
王
出
前
授
業

第
２
回
先
端
科
学
講
演
会

(
J
A
M
S
T
E
C
女
性
研
究
者
)

ミ
ニ

探
究

Ⅳ
（

地
学

）
説
明
会
・
分
野
選
択

①
グ

ル
ー

プ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「

A
c
a
d
e
m
i
c
 
P
r
e
s
e
n
t
a
t
i
o
n
」

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
ラ
イ
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
と

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
と

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

と
生

活

仮
説
検
定
（
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
実
験
デ
ー
タ
の
活
用
）

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
 

情
報

社
会

、
情

報
デ

ザ
イ

ン

ミ
ニ
探
究
Ⅰ
（
化
学
）

ミ
ニ
探
究
Ⅱ
（
物
理
）

三
高
探
究
の
日

S
S
H
交
流
会
支
援
　
探
究
活
動

ま
な
び
あ
い
教
員
研
修
会

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ

S
S
H
中
間
報
告
会
・
授
業
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用

班
づ
く
り
・
テ
ー
マ
設
定

発
表

見
学

テ
ー

マ
設

定
 予

備
実

験
東

北
大

研
修

（
工

学
部

）

1
0
月

英
語

学
習

①
英
語
×
研
究
サ
イ
ク
ル
×
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
基
本
構
成

1
1
月

1
2
月

１
月

２
月

３
月

複
素
数
、
複
素
数
平
面
、
指
数
関
数
、
数
列
、
整
数
の
性
質

三
角
比
、
三
角
関
数
、
統
計
的
な
推
測
、
図
形
の
性
質
 

探
究

活
動

探
究

活
動

 
3
m
i
n
ス

ラ
イ

ド
作

成
･
発

表
 

日
本
地
質
学
会

複
素

数
、

指
数

関
数

、
数

列

4
月

5
月

授
業

時
間

外
で

外
部

発
表

に
向

け
た

準
備

や
大

学
・

企
業

か
ら

の
指

導
助

言

三
高
探
究
の
日

日
本
地
球
惑
星
科
学
連
合
大
会

2
0
2
4
 
高
校
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

S
D
G
s
マ
ル
シ
ェ
2
0
2
4

や
っ
て
み
て
サ
イ
エ
ン
ス
S
S
H

指
定
校
合
同
発
表
会

学
都
「
仙
台
・
宮
城
」
サ
イ
エ

ン
ス
・
デ
イ
2
0
2
4

R
6
国
際
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム

G
2
0
学
校
・
地
域
連
携
実
践
展

示
会

動
物
学
会
東
北
支
部
大
会

第
４
８
回
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
（
ぎ
ふ
総
文
）

S
S
H
生
徒
研
究
発
表
会

宮
城
野
高
校
探
究
発
表
会

6
月

7
月

わ
く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

（
仙
台
市
科
学
館
）

尚 志 ヶ 丘 フ ィ ー ル ド の 開 発

わ
く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

（
鶴
ヶ
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
、
八

乙
女
児
童
館
）

韓
国
チ
ョ
ン
リ
ョ
ル
女
子
高
校

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

国
際
共
同
研
究
：
学
習
会

G
L
C
交
流
①

国
際
共
同
研
究
：
研
究
グ
ル
ー

プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ハ
ワ
イ
大
学
学
生
交
流

G
L
C
交
流
②

国
際
共
同
研
究
：
調
査
開
始

発 見 ・ 発 明 型 科 学 技 術 人 材

育 成 プ ロ グ ラ ム

発
表

活
動

論
文

作
成

発
表

活
動

論
文

作
成

進
路

探
究

進
路

探
究

研
究

論
文

の
読

解
英

語
論

文
作

成

微
分

と
そ

の
応

用
積

分
と

そ
の

応
用

総
合

演
習

探
究

活
動

 
 
　

ポ
ス

タ
ー

発
表

・
口

頭
発

表
探

究
活

動
　

外
部

発
表

探
究

活
動

　
口

頭
発

表

情
報

社
会

、
情

報
デ

ザ
イ

ン
デ

ー
タ

の
活

用
①

（
分

散
、

標
準

偏
差

）
 

デ
ー

タ
の

活
用

②
 
（

回
帰

分
析

と
散

布
図

）
仮

説
検

定
（

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

の
活

用
）

 

プ
レ

探
究

活
動

探
究

活
動

の
ス

キ
ル

ミ
ニ

探
究

Ⅲ
（

生
物

）

－15－



令令和和６６年年度度ＳＳＳＳＨＨ事事業業
月 日 曜日 種別 主な事業

５

１

２１

２６

３１

木

火

月

金

全校

理数１年

課外活動

教員

三高探究の日

東北大学研修（東北大学工学部）

日本地球惑星科学連合 ４年大会

理科教育研究会春季総会

６

１８

２３

２６

３０

３０

火

日

水

日

日

教員

課外活動

理数 年

課外活動

普及

第 回運営指導委員会

南三陸フィールドワーク（南三陸町）

第 回東北大学 セッション（全８回）

マルシ ４（尚絅学院大学）

やって見てサイエンス 指定校合同発表会（仙台市科学館）

７

１４

１６

２０

日

火

土

普及

理数 年

課外活動

普及

学都「仙台・宮城」サイエンス・デイ ４

第 回先端科学講演会（東北大学災害科学国際研究所遠田晋次教授）

ひらめきときめきサイエンス 松島研修

わくわくサイエンス（八乙女児童館、鶴ケ谷市民 、東北電力）

８

１

２ ５

５ ７

６ ８

６ ８

木

金 月

月 水

火 木

火 木

教員

課外活動

課外活動

課外活動

課外活動

まなびあい教員研修会

第 ８回全国総合文化祭 ぎふ総文

つくば研修 （茨城県）

白神フィールドワーク （青森県）

生徒研究発表会（兵庫県）

９

２

７

８

３０

月

土

土

木 金

月

課外活動

課外活動

課外活動

教員

課外活動

ナノテラス特別研修（東北大学）

科学者の卵養成講座（東北大学）

日本地質学会（山形大学）

東北・北海道地区理数科教育研究協議会（岩手県）

（第 ２回 高校生・高専生科学技術チャレンジ）一次審査

１２

１８

２０

２５

２６

２６

木 金

土

金

土

水 木

金

金 土

土

土

教員

課外活動

教員

普及

課外活動

普通 学年

教員

課外活動

普及

全国理数科教育研究大会（大分県）

栃木高校探究発表会

第 回ＳＳＨ指定校連絡会議

時習の森グリーンアドベンチャー（小学生対象）

世界津波の日 高校生サミット（熊本県）

台中私立明道高級中学生徒 名来校、交流

東北地区 担当者等情報交換会（岩手県）

第 ４回科学の甲子園 みやぎチャレンジ（宮城県総合教育センター）

鶴ケ谷市民センターまつり（鶴ケ谷市民センター）

６

７

３０

３０

水

木

土 日

土

土

課外活動

全校

課外活動

普及

課外活動

宮城県高等学校生徒理科研究発表会

イノベーションフェスタ

日本学生科学賞中央予備審査

あつまれ杜のフェスティバル（鶴ケ谷市民センター）

ユネスコスクール全国大会第 回ユネスコウィーク（オンライン）

１４

１５

１８

火 金

土

日

水

水 木

理数２年

課外活動

課外活動

全校

教員

台湾研修（理数科）

みやぎのこども未来博（宮城県総合教育センター）

みやぎ高校生フォーラム（宮城県庁）

ＳＳＨ中間報告会兼授業づくりプロジェクトフォーラム

全国ＳＳＨ情報交換会・日本科学未来館見学（東京都）

１

１１

１１

１４

２５

２６

土

土

火

金 火

金 土

土

日

普及

課外活動

理数 年

課外活動

課外活動

課外活動・教員

課外活動

ひらめきサイエンスドローンプログラミング教室（鶴ヶ谷市民 ）

国際共同課題研究

第２回先端科学講演会（講師： 技術主任 小俣珠乃）

（台湾）

東北地区サイエンスコミュニティ研究発表会（宮城県）

海洋船舶工学会 第 回海洋教育フォーラム 仙台

２

１

１

１

８

１８

土

土

土

土

月

課外活動

課外活動

課外活動

課外活動

教員

教員

黎明サイエンスフェスティバル（古川黎明高校）

ﾒﾓﾘｱﾙ ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ（多賀城高校）

全国高校生マイプロジェクトアワード（仙台市）

探究活動発表会（安積高校）

第２回ＳＳＨ運営指導委員会

第２回ＳＳＨ指定校連絡会議

３

９

１３

１７

２８ ２９

日 金

月 火

木

月

金 土

課外活動

課外活動

課外活動

理数 年

課外活動

台中私立明道高級中学交流研修（台湾・台中市）

三高海外研修旅行（アメリカ・ボストン）

第 回高校生・高専学生ポスター発表（日本金属学会）

宮城県高校理数科課題研究発表会（仙台市）

つくばサイエンスエッジ ４（茨城県）

 

関係資料３ 令令和和６６年年度度教教育育課課程程表表

普通科 理数科 普通科文系 普通科理系 理数科 普通科文系 普通科理系 理数科
現 代 の 国 語
言 語 文 化
論 理 国 語
文 学 国 語
古 典 探 究
地 理 総 合
地 理 探 究 　③ー　 　　③ー　 　　③ー
歴 史 総 合
日 本 史 探 究 　③ー 　　③ー 　　③ー
世 界 史 探 究 　③ー 　　③ー
公 共 （ ）
倫 理 　　③ー 　　③ー 　　②ー
政 治 ・ 経 済 　　③ー 　　③ー 　　②ー

数 学 Ⅰ
数 学 Ⅱ 　②,④ー

物 理 基 礎
物 理 　　②ー 　　　④ー　
化 学 基 礎
化 学 2　
生 物 基 礎
生 物 　　②ー 　　　④ー
地 学 基 礎
生 物 学 応 用
地 球 科 学 応 用
体 育 7～8
保 健
音 楽 Ⅰ
音 楽 Ⅱ 　②,⓪ー
英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ
英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ
英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅲ
論 理 ・ 表 現 Ⅰ
論 理 ・ 表 現 Ⅱ
論 理 ・ 表 現 Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

家 庭 家 庭 基 礎
デ ー タ サ イ エ ン ス

理 数 デ ー タ サ イ エ ン ス
情 報 応 用

理 数 数 学 Ⅰ
理 数 数 学 Ⅱ

サ イ エ ン ス 総 合
理 数 物 理 　③ー　*5 　　④ー　*6
理 数 化 学
理 数 生 物 　③ー 　　④ー

ラ イ フ サ イ エ ン ス
イ ノ ベ ー シ ョ ン 探 究 基 礎
イ ノ ベ ー シ ョ ン 探 究 Ⅰ
特 別 探 究
イ ノ ベ ー シ ョ ン 探 究 Ⅱ
イノベーション理数 探究 基礎
イ ノ ベ ー シ ョ ン 理 数 探 究 Ⅰ
特 別 理 数 探 究
イ ノ ベ ー シ ョ ン 理 数 探 究 Ⅱ

特別 活動 Ｌ Ｈ Ｒ

仙台第三高等学校　令和６年度（2024年度）入学生教育課程表
教科 科目

標準
単位

1年 2年 3年

備 考

○数字は選択科目であり、□で囲まれた数字は履修しなければならない単位数である。
(ｱ)　*１で選択した地理歴史探究科目と同一科目を*2から選択すること。
(ｲ)　*3で選択した理科科目（物理/生物）と同一科目を*4から選択すること。
(ｳ)　*5で選択した理科科目（理数物理/理数生物）と同一科目を*6から選択すること。
(ｴ)　*7は化学基礎を履修した後、履修すること。
(ｵ)　普通科1～3学年の「総合的な探究の時間」として、「イノベーション探究基礎」「イノベーション探究Ⅰ」「イノベーション探究Ⅱ」を実施する。理数科1～3学年の「総合的な探究の時間」は「理数探究基礎」及び「理数探究」として代替
し、理数科1学年の「理数探究基礎」として「イノベーション理数探究基礎」、2～3学年の「理数探究」として「イノベーション理数探究Ⅰ」「イノベーション理数探究Ⅱ」を実施する。
(ｶ)　普通科1学年の「数学Ⅰ」の3単位は、「SS数学Ⅰ」で実施する。
　　理数科1～3学年の「理数数学Ⅰ」5単位と「理数数学Ⅱ」10単位は、「SS理数数学Ⅰ」「SS理数数学Ⅱ」で実施する。
(ｷ)　普通科1～2学年の「情報Ⅰ」の2単位は、「SSデータサイエンス」の中で実施する。
　　理数科1～2学年の「情報Ⅰ」の2単位は、「SS理数データサイエンス」の中で実施する。
(ｸ)　理数科1～2学年の「家庭基礎」2単位と「保健」２単位は、学校設定科目「STEAMライフサイエンス」の中で実施する。
(ｹ)　理数科1学年の「理数地学」4単位は、学校設定科目「SSサイエンス総合」の中で実施する。
(ｺ)　普通科2学年の「特別探究」１単位、及び理数科2学年の「特別理数探究」1単位は希望者が選択し、それぞれ特別時間割により編成され、承認された生徒のみ履修・習得を認める。
(ｻ)　学校設定科目は次のとおりである。
　　「SS数学Ⅰ」、「SS数学Ⅱ」、「SS理数数学Ⅰ」、「SS理数数学Ⅱ」、「SSﾃﾞｰﾀサイエンス」、「SS理数データサイエンス」、「SSサイエンス総合」、「Research ExpressionⅠ」、「Research ExpressionⅡ」、「Research Expression
Ⅲ」、「STEAMライフサイエンス」、「イノベーション探究基礎」、「イノベーション探究Ⅰ」、「イノベーション探究Ⅱ」、「イノベーション理数探究基礎」、「イノベーション理数探究Ⅰ」、「イノベーション理数探究Ⅱ」、「生物学応
用」、「地球科学応用」、「情報応用」、「特別探究」、「特別理数探究」

国 語

地理 歴史

公 共

数 学

理 科

保健 体育

芸 術

外 国 語

情 報

理 数

合　　　　　計

３

２

３

３

３ ３

４

２

４

４

－16－



令令和和６６年年度度ＳＳＳＳＨＨ事事業業
月 日 曜日 種別 主な事業

５

１

２１

２６

３１

木

火

月

金

全校

理数１年

課外活動

教員

三高探究の日

東北大学研修（東北大学工学部）

日本地球惑星科学連合 ４年大会

理科教育研究会春季総会

６

１８

２３

２６

３０

３０

火

日

水

日

日

教員

課外活動

理数 年

課外活動

普及

第 回運営指導委員会

南三陸フィールドワーク（南三陸町）

第 回東北大学 セッション（全８回）

マルシ ４（尚絅学院大学）

やって見てサイエンス 指定校合同発表会（仙台市科学館）

７

１４

１６

２０

日

火

土

普及

理数 年

課外活動

普及

学都「仙台・宮城」サイエンス・デイ ４

第 回先端科学講演会（東北大学災害科学国際研究所遠田晋次教授）

ひらめきときめきサイエンス 松島研修

わくわくサイエンス（八乙女児童館、鶴ケ谷市民 、東北電力）

８

１

２ ５

５ ７

６ ８

６ ８

木

金 月

月 水

火 木

火 木

教員

課外活動

課外活動

課外活動

課外活動

まなびあい教員研修会

第 ８回全国総合文化祭 ぎふ総文

つくば研修 （茨城県）

白神フィールドワーク （青森県）

生徒研究発表会（兵庫県）

９

２

７

８

３０

月

土

土

木 金

月

課外活動

課外活動

課外活動

教員

課外活動

ナノテラス特別研修（東北大学）

科学者の卵養成講座（東北大学）

日本地質学会（山形大学）

東北・北海道地区理数科教育研究協議会（岩手県）

（第 ２回 高校生・高専生科学技術チャレンジ）一次審査

１２

１８

２０

２５

２６

２６

木 金

土

金

土

水 木

金

金 土

土

土

教員

課外活動

教員

普及

課外活動

普通 学年

教員

課外活動

普及

全国理数科教育研究大会（大分県）

栃木高校探究発表会

第 回ＳＳＨ指定校連絡会議

時習の森グリーンアドベンチャー（小学生対象）

世界津波の日 高校生サミット（熊本県）

台中私立明道高級中学生徒 名来校、交流

東北地区 担当者等情報交換会（岩手県）

第 ４回科学の甲子園 みやぎチャレンジ（宮城県総合教育センター）

鶴ケ谷市民センターまつり（鶴ケ谷市民センター）

６

７

３０

３０

水

木

土 日

土

土

課外活動

全校

課外活動

普及

課外活動

宮城県高等学校生徒理科研究発表会

イノベーションフェスタ

日本学生科学賞中央予備審査

あつまれ杜のフェスティバル（鶴ケ谷市民センター）

ユネスコスクール全国大会第 回ユネスコウィーク（オンライン）

１４

１５

１８

火 金

土

日

水

水 木

理数２年

課外活動

課外活動

全校

教員

台湾研修（理数科）

みやぎのこども未来博（宮城県総合教育センター）

みやぎ高校生フォーラム（宮城県庁）

ＳＳＨ中間報告会兼授業づくりプロジェクトフォーラム

全国ＳＳＨ情報交換会・日本科学未来館見学（東京都）

１

１１

１１

１４

２５

２６

土

土

火

金 火

金 土

土

日

普及

課外活動

理数 年

課外活動

課外活動

課外活動・教員

課外活動

ひらめきサイエンスドローンプログラミング教室（鶴ヶ谷市民 ）

国際共同課題研究

第２回先端科学講演会（講師： 技術主任 小俣珠乃）

（台湾）

東北地区サイエンスコミュニティ研究発表会（宮城県）

海洋船舶工学会 第 回海洋教育フォーラム 仙台

２

１

１

１

８

１８

土

土

土

土

月

課外活動

課外活動

課外活動

課外活動

教員

教員

黎明サイエンスフェスティバル（古川黎明高校）

ﾒﾓﾘｱﾙ ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ（多賀城高校）

全国高校生マイプロジェクトアワード（仙台市）

探究活動発表会（安積高校）

第２回ＳＳＨ運営指導委員会

第２回ＳＳＨ指定校連絡会議

３

９

１３

１７

２８ ２９

日 金

月 火

木

月

金 土

課外活動

課外活動

課外活動

理数 年

課外活動

台中私立明道高級中学交流研修（台湾・台中市）

三高海外研修旅行（アメリカ・ボストン）

第 回高校生・高専学生ポスター発表（日本金属学会）

宮城県高校理数科課題研究発表会（仙台市）

つくばサイエンスエッジ ４（茨城県）

 

関係資料３ 令令和和６６年年度度教教育育課課程程表表

普通科 理数科 普通科文系 普通科理系 理数科 普通科文系 普通科理系 理数科
現 代 の 国 語
言 語 文 化
論 理 国 語
文 学 国 語
古 典 探 究
地 理 総 合
地 理 探 究 　③ー　 　　③ー　 　　③ー
歴 史 総 合
日 本 史 探 究 　③ー 　　③ー 　　③ー
世 界 史 探 究 　③ー 　　③ー
公 共 （ ）
倫 理 　　③ー 　　③ー 　　②ー
政 治 ・ 経 済 　　③ー 　　③ー 　　②ー

数 学 Ⅰ
数 学 Ⅱ 　②,④ー

物 理 基 礎
物 理 　　②ー 　　　④ー　
化 学 基 礎
化 学 2　
生 物 基 礎
生 物 　　②ー 　　　④ー
地 学 基 礎
生 物 学 応 用
地 球 科 学 応 用
体 育 7～8
保 健
音 楽 Ⅰ
音 楽 Ⅱ 　②,⓪ー
英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ
英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ
英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅲ
論 理 ・ 表 現 Ⅰ
論 理 ・ 表 現 Ⅱ
論 理 ・ 表 現 Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

家 庭 家 庭 基 礎
デ ー タ サ イ エ ン ス

理 数 デ ー タ サ イ エ ン ス
情 報 応 用

理 数 数 学 Ⅰ
理 数 数 学 Ⅱ

サ イ エ ン ス 総 合
理 数 物 理 　③ー　*5 　　④ー　*6
理 数 化 学
理 数 生 物 　③ー 　　④ー

ラ イ フ サ イ エ ン ス
イ ノ ベ ー シ ョ ン 探 究 基 礎
イ ノ ベ ー シ ョ ン 探 究 Ⅰ
特 別 探 究
イ ノ ベ ー シ ョ ン 探 究 Ⅱ
イノベーション理数 探究 基礎
イ ノ ベ ー シ ョ ン 理 数 探 究 Ⅰ
特 別 理 数 探 究
イ ノ ベ ー シ ョ ン 理 数 探 究 Ⅱ

特別 活動 Ｌ Ｈ Ｒ

仙台第三高等学校　令和６年度（2024年度）入学生教育課程表
教科 科目

標準
単位

1年 2年 3年

備 考

○数字は選択科目であり、□で囲まれた数字は履修しなければならない単位数である。
(ｱ)　*１で選択した地理歴史探究科目と同一科目を*2から選択すること。
(ｲ)　*3で選択した理科科目（物理/生物）と同一科目を*4から選択すること。
(ｳ)　*5で選択した理科科目（理数物理/理数生物）と同一科目を*6から選択すること。
(ｴ)　*7は化学基礎を履修した後、履修すること。
(ｵ)　普通科1～3学年の「総合的な探究の時間」として、「イノベーション探究基礎」「イノベーション探究Ⅰ」「イノベーション探究Ⅱ」を実施する。理数科1～3学年の「総合的な探究の時間」は「理数探究基礎」及び「理数探究」として代替
し、理数科1学年の「理数探究基礎」として「イノベーション理数探究基礎」、2～3学年の「理数探究」として「イノベーション理数探究Ⅰ」「イノベーション理数探究Ⅱ」を実施する。
(ｶ)　普通科1学年の「数学Ⅰ」の3単位は、「SS数学Ⅰ」で実施する。
　　理数科1～3学年の「理数数学Ⅰ」5単位と「理数数学Ⅱ」10単位は、「SS理数数学Ⅰ」「SS理数数学Ⅱ」で実施する。
(ｷ)　普通科1～2学年の「情報Ⅰ」の2単位は、「SSデータサイエンス」の中で実施する。
　　理数科1～2学年の「情報Ⅰ」の2単位は、「SS理数データサイエンス」の中で実施する。
(ｸ)　理数科1～2学年の「家庭基礎」2単位と「保健」２単位は、学校設定科目「STEAMライフサイエンス」の中で実施する。
(ｹ)　理数科1学年の「理数地学」4単位は、学校設定科目「SSサイエンス総合」の中で実施する。
(ｺ)　普通科2学年の「特別探究」１単位、及び理数科2学年の「特別理数探究」1単位は希望者が選択し、それぞれ特別時間割により編成され、承認された生徒のみ履修・習得を認める。
(ｻ)　学校設定科目は次のとおりである。
　　「SS数学Ⅰ」、「SS数学Ⅱ」、「SS理数数学Ⅰ」、「SS理数数学Ⅱ」、「SSﾃﾞｰﾀサイエンス」、「SS理数データサイエンス」、「SSサイエンス総合」、「Research ExpressionⅠ」、「Research ExpressionⅡ」、「Research Expression
Ⅲ」、「STEAMライフサイエンス」、「イノベーション探究基礎」、「イノベーション探究Ⅰ」、「イノベーション探究Ⅱ」、「イノベーション理数探究基礎」、「イノベーション理数探究Ⅰ」、「イノベーション理数探究Ⅱ」、「生物学応
用」、「地球科学応用」、「情報応用」、「特別探究」、「特別理数探究」

国 語
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外 国 語
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合　　　　　計
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関係資料４ 研研究究開開発発のの成成果果

（（１１））生生徒徒のの変変容容

研研究究開開発発課課題題１１・・２２ととそそれれぞぞれれのの検検証証場場面面

（（２２））生生徒徒対対象象のの質質問問項項目目

「「①①現現状状をを把把握握ででききるる」」～～どどここににいいるるののかか～～（「情報収集」 項目、「現状把握」 項目）

「「②②目目標標をを設設定定ででききるる」」～～どどここにに行行くくののかか～～（「目標設定」 項目、「仮説設定」 項目）

「「③③課課題題をを解解決決ででききるる」」～～どどののよよううにに向向かかううののかか～～（「分析検証」 項目、「表現発信」 項目）

（（３３））学学年年間間ににおおけけるる のの効効果果量量 ににつついいてて

表 理数科における学年間での効果量 について 表 普通科における学年間での効果量 について

の効果量 理数科 の効果量 普通科

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

①
情報収集

①
情報収集

現状把握 現状把握

②
目標設定

②
目標設定

仮説設定 仮説設定

③
分析検証

③
分析検証

表現発信 表現発信

※ の効果量 の目安 大： 、中： 、小： ※ の効果量 の目安 大： 、中： 、小：

（（４４））教教員員対対象象のの調調査査結結果果のの補補足足分分析析（（教教職職経経験験年年数数、、他他のの校校種種のの勤勤務務経経験験））

１１））教教職職経経験験年年数数ににつついいてて

教職経験年数では、 〜 年では 名 ％ 、 〜 年では 名 ％ 、 〜 年では 名

％ 、 〜 年では、 名 ％ であった。

このことから、教職経験年数が 年から 年までの教員が約 割以上を占めており、初任地や二校

目以降の赴任地で多様な経験してきた教員が勤務していることが窺えよう。

２２））他他のの校校種種のの勤勤務務経経験験ににつついいてて

他の校種の勤務経験 常勤で１年以上 は、定時制高校 名、特別支援学校（以前の特殊教育諸学校も

含む） 名、中学校 名、行政機関 名であった（重複回答あり）。

この結果は、全日制高校以外の勤務経験を有する教員が比較的多い。換言すれば、全日制高校とは異

なる学校種ごとにある特有の見方・考え方に触れてきた教員が比較的多く勤務していることを示す。こ

のことは、学校全体として見た場合、教員集団における見方・考え方の多様性に繋がることが窺え、変

化に対してより柔軟な対応が可能になったことを示唆する。

さらに、先行研究によると高等学校において、特別支援学校等の勤務経験を有する教員群は、勤務経

験がない教員群に比べ、同僚と協働した授業改善に取り組む度合いが明らかに高いことが示されている

（ ，池田）。これらのことは、第Ⅲ期 申請時と同時期となったコロナウィルス流行拡大に端を

発した教育 化などの急激に変化する高校教育改革についての速やかな対応へと繋がった背景要因の

可能性があろう。
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関係資料４ 研研究究開開発発のの成成果果

（（１１））生生徒徒のの変変容容

研研究究開開発発課課題題１１・・２２ととそそれれぞぞれれのの検検証証場場面面

（（２２））生生徒徒対対象象のの質質問問項項目目

「「①①現現状状をを把把握握ででききるる」」～～どどここににいいるるののかか～～（「情報収集」 項目、「現状把握」 項目）

「「②②目目標標をを設設定定ででききるる」」～～どどここにに行行くくののかか～～（「目標設定」 項目、「仮説設定」 項目）

「「③③課課題題をを解解決決ででききるる」」～～どどののよよううにに向向かかううののかか～～（「分析検証」 項目、「表現発信」 項目）

（（３３））学学年年間間ににおおけけるる のの効効果果量量 ににつついいてて

表 理数科における学年間での効果量 について 表 普通科における学年間での効果量 について

の効果量 理数科 の効果量 普通科

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

①
情報収集

①
情報収集

現状把握 現状把握

②
目標設定

②
目標設定

仮説設定 仮説設定

③
分析検証

③
分析検証

表現発信 表現発信

※ の効果量 の目安 大： 、中： 、小： ※ の効果量 の目安 大： 、中： 、小：

（（４４））教教員員対対象象のの調調査査結結果果のの補補足足分分析析（（教教職職経経験験年年数数、、他他のの校校種種のの勤勤務務経経験験））

１１））教教職職経経験験年年数数ににつついいてて

教職経験年数では、 〜 年では 名 ％ 、 〜 年では 名 ％ 、 〜 年では 名

％ 、 〜 年では、 名 ％ であった。

このことから、教職経験年数が 年から 年までの教員が約 割以上を占めており、初任地や二校

目以降の赴任地で多様な経験してきた教員が勤務していることが窺えよう。

２２））他他のの校校種種のの勤勤務務経経験験ににつついいてて

他の校種の勤務経験 常勤で１年以上 は、定時制高校 名、特別支援学校（以前の特殊教育諸学校も

含む） 名、中学校 名、行政機関 名であった（重複回答あり）。

この結果は、全日制高校以外の勤務経験を有する教員が比較的多い。換言すれば、全日制高校とは異

なる学校種ごとにある特有の見方・考え方に触れてきた教員が比較的多く勤務していることを示す。こ

のことは、学校全体として見た場合、教員集団における見方・考え方の多様性に繋がることが窺え、変

化に対してより柔軟な対応が可能になったことを示唆する。

さらに、先行研究によると高等学校において、特別支援学校等の勤務経験を有する教員群は、勤務経

験がない教員群に比べ、同僚と協働した授業改善に取り組む度合いが明らかに高いことが示されている

（ ，池田）。これらのことは、第Ⅲ期 申請時と同時期となったコロナウィルス流行拡大に端を

発した教育 化などの急激に変化する高校教育改革についての速やかな対応へと繋がった背景要因の

可能性があろう。
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（（４４））教教員員のの変変容容

表 「学習のためのアセスメント」の学習指導に関する調査結果

※出典 ，池田・有本

【引用文献・参考文献】

有本昌弘・山本佐江・新川壮光 学びを創り出すアセスメント－教員養成におけるコア・カリキュラ

ムへの導入の必要性－，日本教科教育学会誌

池田和正 組織的な研究経験と教師のライフコースの「転機」との関係 －視野が大きく広がった経

験とより深く考える経験に注目して－，東北教育学会研究紀要， ，

池田和正 授業改善につながるティーム・ティーチングの経験―高校教員の特別支援学校の勤務経験

に注目して―，東北大学大学院教育学研究科研究年報，

池田和正・有本昌弘 高校教員の担当教科の違いによる指導方法の特徴— を背景にした「学びの

学習力」に注目して，日本教科教育学会誌，

石田智敬 ロイス・サドラーによる形成的アセスメント論の検討 －学習者の鑑識眼を錬磨する－，

教育方法学研究，

自然科学系研究者のための 解説 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略セン

ター

熊谷龍一・荘島宏二郎 教育心理学のための統計学－テストでココロをはかる，誠信書房

Construct Analysis: Assessment of “attitudes” and “social & emotional skills”.中央教育審

議会教育課程部会児童生徒の学習評価に関するワーキンググループ資料

、

，

小塩真司 研究事例で学ぶ と による心理・調査データ解析［第 版］， 東京図書

山﨑準二 教師のライフコース研究 創風社
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（（４４））教教員員のの変変容容

表 「学習のためのアセスメント」の学習指導に関する調査結果

※出典 ，池田・有本

【引用文献・参考文献】

有本昌弘・山本佐江・新川壮光 学びを創り出すアセスメント－教員養成におけるコア・カリキュラ

ムへの導入の必要性－，日本教科教育学会誌

池田和正 組織的な研究経験と教師のライフコースの「転機」との関係 －視野が大きく広がった経

験とより深く考える経験に注目して－，東北教育学会研究紀要， ，

池田和正 授業改善につながるティーム・ティーチングの経験―高校教員の特別支援学校の勤務経験

に注目して―，東北大学大学院教育学研究科研究年報，

池田和正・有本昌弘 高校教員の担当教科の違いによる指導方法の特徴— を背景にした「学びの

学習力」に注目して，日本教科教育学会誌，

石田智敬 ロイス・サドラーによる形成的アセスメント論の検討 －学習者の鑑識眼を錬磨する－，

教育方法学研究，

自然科学系研究者のための 解説 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略セン

ター

熊谷龍一・荘島宏二郎 教育心理学のための統計学－テストでココロをはかる，誠信書房

Construct Analysis: Assessment of “attitudes” and “social & emotional skills”.中央教育審

議会教育課程部会児童生徒の学習評価に関するワーキンググループ資料

、

，

小塩真司 研究事例で学ぶ と による心理・調査データ解析［第 版］， 東京図書

山﨑準二 教師のライフコース研究 創風社
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関係資料６ 授授業業やや探探究究活活動動でで活活用用ででききるる実実践践事事例例集集「「三三高高メメソソッッドド」」 関係資料７ 県県外外視視察察受受入入

月日 訪問者 人数 内容

１ ５月２日 宮城県教育委員会 ２ 探究活動見学

２ ５月２日 産業能率大学 １ 探究活動見学

３ ５月９日 宮城県立視覚支援学校 ２ 授業見学、ケース会議

４ ５月 日 高知県教育委員会 ４ 探究発表会見学、授業見学、 活用

５ ５月 日 文部科学省 １ 授業見学、 活用

６ ５月 日 宮城県教育委員会 ３ 授業見学、 活用

７ ６月 日 栃木県教育委員会教育政策課 ２ 授業見学、 活用

８ ６月 日 栃木県立宇都宮東高等学校 ３ 授業見学、 活用

９ ６月 日 群馬県立前橋高等学校 ３ 課題研究・学校設定科目・指導体制

７月 日 利府町立しらかし台中学校 １ 授業見学、意見交換

７月 日 宮城県教育委員会 ２ 探究活動見学

７月 日 宮城県広瀬高等学校 ２ 活用

７月 日 栃木県立佐野高等学校 ３ 活用、授業見学

８月 日 沖縄県立本部高等学校 ７ 活用、授業見学

９月５日 北海道札幌西高等学校 ２ 総合的な探究の時間、特色ある取組

９月 日 長崎県立長崎北高等学校 １ 授業見学、学校組織、進路指導

９月 日 長崎県立島原高等学校 １ 授業見学、学校組織、進路指導

９月 日 長崎県立大村高等学校 １ 授業見学、学校組織、進路指導

９月 日 青森県立五所川原高等学校 ３ の指導・運営について

９月 日 山口県立下関西高等学校 ３ 教科横断等の指導体制、外部連携

９月 日 岡山県立岡山芳泉高等学校 ２ 授業づくり、探究学習の指導体制、進路指導

月２日 山県県立酒田東高等学校 ２ の指導・海外連携・授業改善

月８日 静岡県立相良高等学校 ２ 活用、授業見学

月 日 岡山県立瀬戸高等学校 ２ 授業見学、探究活動見学

月 日 フューチャーインスティテュート 株 １ 授業見学、探究活動見学

月 日 宮城県教育員会 授業見学、意見交換

月 日 秋田県立大館鳳鳴高等学校 ９ 授業見学、 活用

月５日 仙台市教育委員会 ７ 授業見学

月６日 福島県立原町高等学校 ３ 授業見学、探究的な学び、 活用

月８日 鹿児島県立加治木高等学校 ２ 探究活動、 活用、教育課程

月８日 秋田県本荘高等学校 ２ 進路指導、学習指導

月 日 堺市立堺高等学校 ３ 授業見学、 活用

月 日 文部科学省 機器配備 ６ 意見交換、授業見学

月 日 文部科学省授業実践取材 ７ 授業撮影、取材

月 日 三重県立上野高等学校 ２ 授業見学、学校組織、三高型 教育

月 日 新潟県立国際情報高等学校 ３ 三高型 教育、 活用

月 日 新潟県立新潟南高等学校 ３ 課題研究、探究活動、授業改善

２月４日 東京都立駒場高等学校 ６ 三高

２月５日 福島県立磐城高等学校 ３ 進路指導、探究活動

２月７日 京都市立日吉ケ丘高等学校 １ 進路指導・授業力向上・探究学習

２月７日 京都市立美術工芸高等学校 １ 進路指導・授業力向上・探究学習

２月 日 北海道立富川高等学校 ３ 探究活動・ 事業

２月 日 長野県野沢北高等学校 ３ 進路指導・ 事業

２月 日 福島県立会津高等学校 ３ 探究学習・ 事業

２月 日 東北学院高等学校 ２ 授業見学、 活用

３月 日 鹿児島中央高校 １ 事業

計
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月日 訪問者 人数 内容

１ ５月２日 宮城県教育委員会 ２ 探究活動見学

２ ５月２日 産業能率大学 １ 探究活動見学

３ ５月９日 宮城県立視覚支援学校 ２ 授業見学、ケース会議

４ ５月 日 高知県教育委員会 ４ 探究発表会見学、授業見学、 活用

５ ５月 日 文部科学省 １ 授業見学、 活用

６ ５月 日 宮城県教育委員会 ３ 授業見学、 活用

７ ６月 日 栃木県教育委員会教育政策課 ２ 授業見学、 活用

８ ６月 日 栃木県立宇都宮東高等学校 ３ 授業見学、 活用

９ ６月 日 群馬県立前橋高等学校 ３ 課題研究・学校設定科目・指導体制

７月 日 利府町立しらかし台中学校 １ 授業見学、意見交換

７月 日 宮城県教育委員会 ２ 探究活動見学

７月 日 宮城県広瀬高等学校 ２ 活用

７月 日 栃木県立佐野高等学校 ３ 活用、授業見学

８月 日 沖縄県立本部高等学校 ７ 活用、授業見学

９月５日 北海道札幌西高等学校 ２ 総合的な探究の時間、特色ある取組

９月 日 長崎県立長崎北高等学校 １ 授業見学、学校組織、進路指導

９月 日 長崎県立島原高等学校 １ 授業見学、学校組織、進路指導

９月 日 長崎県立大村高等学校 １ 授業見学、学校組織、進路指導

９月 日 青森県立五所川原高等学校 ３ の指導・運営について

９月 日 山口県立下関西高等学校 ３ 教科横断等の指導体制、外部連携

９月 日 岡山県立岡山芳泉高等学校 ２ 授業づくり、探究学習の指導体制、進路指導

月２日 山県県立酒田東高等学校 ２ の指導・海外連携・授業改善

月８日 静岡県立相良高等学校 ２ 活用、授業見学

月 日 岡山県立瀬戸高等学校 ２ 授業見学、探究活動見学

月 日 フューチャーインスティテュート 株 １ 授業見学、探究活動見学

月 日 宮城県教育員会 授業見学、意見交換

月 日 秋田県立大館鳳鳴高等学校 ９ 授業見学、 活用

月５日 仙台市教育委員会 ７ 授業見学

月６日 福島県立原町高等学校 ３ 授業見学、探究的な学び、 活用

月８日 鹿児島県立加治木高等学校 ２ 探究活動、 活用、教育課程

月８日 秋田県本荘高等学校 ２ 進路指導、学習指導

月 日 堺市立堺高等学校 ３ 授業見学、 活用

月 日 文部科学省 機器配備 ６ 意見交換、授業見学

月 日 文部科学省授業実践取材 ７ 授業撮影、取材

月 日 三重県立上野高等学校 ２ 授業見学、学校組織、三高型 教育

月 日 新潟県立国際情報高等学校 ３ 三高型 教育、 活用

月 日 新潟県立新潟南高等学校 ３ 課題研究、探究活動、授業改善

２月４日 東京都立駒場高等学校 ６ 三高

２月５日 福島県立磐城高等学校 ３ 進路指導、探究活動

２月７日 京都市立日吉ケ丘高等学校 １ 進路指導・授業力向上・探究学習

２月７日 京都市立美術工芸高等学校 １ 進路指導・授業力向上・探究学習

２月 日 北海道立富川高等学校 ３ 探究活動・ 事業

２月 日 長野県野沢北高等学校 ３ 進路指導・ 事業

２月 日 福島県立会津高等学校 ３ 探究学習・ 事業

２月 日 東北学院高等学校 ２ 授業見学、 活用

３月 日 鹿児島中央高校 １ 事業

計
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関係資料８ 運運営営指指導導委委員員会会議議事事録録

第第１１回回運運営営指指導導委委員員会会

日時：令和６年６月 日（火） ～

会場：仙台三高 大会議室

欠席者：なし。全員出席

１１開開会会 進行：高校教育課 岡田 康佑

２２挨挨拶拶 宮城県教育庁高校教育課長補佐 大澤 健史

（（大大澤澤））研究開発の推進にともない様々な成果が出

ていること、運営指導委員の先生方のお力添えによ

るものである。尚志ヶ丘フィールド、三高型 教

育、三高探究の日での発表活動・海外交流など多くの

取り組みを展開されている。

事業の効果的な取り組みを目指して、Ⅲ期の中間評

価に向け、開発内容に加え、課題といえる部分につい

ても見直しが必要である。今年度より コーディ

ネーターを２名ずつ配置している。各校の事業が充

実することを願う。

３３挨挨拶拶 運営指導委員長 安藤 晃

安安藤藤 今後の中間評価に向けて、節目の活動や振り

返りが多くなってくる。 事業のもとで育つ生徒が

今後どのようなキャリアを形成していくのか、どの

ような礎となるのかを常に念頭に置いた教育活動の

展開が求められる。

４４報報告告・・協協議議 （進行 安藤委員長）

（（１１）） 第第ⅢⅢ期期３３年年次次ままででのの報報告告

（（村村田田））自然科学部の 花王賞、 出場、生徒

理科研究発表会において４分野で最優秀賞受賞、ぎ

ふ総文祭へ出場予定である。三高型 教育での

成果として 藤崎、ミヤテック によるデータサイ

エンスに関する講義、 における

東北大学との連携事業を行った。成果普及として近

隣の小学生とフィールドワークの実施や、本校開発

のカリキュラム・コンテンツをホームページで共有

しながら、他校でも実践できるようなメソッドを紹

介している。外部発表者数の推移について、特に探究

活動や外部連携が活発に行われる２学年の伸びに着

目するようになった。コロナ禍の 年まではオン

ラインでの参加ができたので、場所の制約に囚われ

ず発表できた。 年度以降は対面による発表が増

えている傾向である。最も注目すべきは、発表者の実

人数として、２学年の８割近い生徒が外部での発表

を経験している。３学年進級後には彼らの進路状況

でどのような変容があるのか注目したい。国公立大

学の合格者を文理別に提示すると、Ⅰ期の卒業生が

人で、昨年度のⅡ期卒業生が 人と増加傾向に

ある。推薦の合格者数も上昇傾向にある。外部からの

本校視察の数についても増加傾向にある。ペースと

しては１週間に２校という時期もあり、活発に本校

の取り組みにご興味を持って貰うことが増えた。外

部機関の連携と協力は、生徒主体で直接のやりとり

をさせながら、自主性を育む。

コーディネーターとして、課題研究や探究活動に

関して指導助言を行うことができる。学校林の開発・

活用：林業技術総合センター／台湾の高校生との交

流／授業教材という形で、本校で開発しようとする

コンテンツの中枢を担っている。時習の森のブラン

ディング戦略として、木材を活用して、丸太切り体験

やストラップ作りを体験できるような場を設ける。

８月の「まなび合い研修会」で、他校の実践例や本校

での取り組み内容を共有することで更なるレベルア

ップを目指す。

（（２２）） 評評価価にに関関ししてて

（（池池田田））「昨年度のイノベーションフェスタで評価項

目を確定した。本年度５月の探究の日で１～３年生

に対して実施した。理数科では情報収集・現状把握・

目標設定については学年間で有意差が見られるが、

課題解決については１～２年で有意差がなく、３年

次で差が見られた。普通科では情報収集・現状把握・

目標設定については学年間で有意差が見られるが、

仮説設定については１～２年で有意差がなく、３年

次で差が見られた。３年次から下級生へのフィード

バックの内容を分析し、２学年での開発内容を決定

させていくことが必要である。

（（３３）） 指指導導助助言言（（各各指指導導委委員員よよりり））

（（渡渡辺辺正正夫夫））ここまで多くの取り組みをしているの

は仙台三高のみである。素晴らしい。

フィードバック：丸太切りやストラップ作りなど体

験型の広報は、体験に乏しい子ども世代増えている

中で貴重な取り組みだと考える。

（（見見上上））尚志ヶ丘フィールドの上手く使い、研究テー

マにまで盛り込むことができるのは、「現状把握」の

資質能力が高くなっていることが背景として挙げら

れるが、この能力を伸ばすためにどのような取り組

みを実践されているのか、その具体を知りたい。

（（村村田田））１年次に学年全員が時習の森に必ず入るよ

うな、各授業での取り上げ方が良いと考える。様々な

科目で様々な観点でフィールドを取り上げることが

強みであると言える。

（（富富永永））Ⅲ期とⅡ期のつながりとして、 として登

録されている卒業生に対して同様の評価項目でアン

ケートを取るのはどうか。

（（白白井井））スクールサポーターの活用状況は？

（（村村田田））模擬試験の監督・学習支援など、 、 と

して母校に貢献しているという意識を醸成できる。

（（小小村村））取り組みの蓄積を活かし、社会に対するイン

パクトを示すことができる追跡調査を実施していく

とより効果的である。ここ数年、探究に取り組む学校

が増えた分、型にはまる傾向あり。トピックに対する

調べ学習で、探究になっていない例が見受けられる。

三高は仮説検証をしっかりできている。

（（熊熊谷谷））仮説設定について２～３年生であまり差が

無い。直接関わっている教員の肌感覚としてはどう

か？２年次から見ている先生は、その時点で仮説設

定が上手くできているという判断なら、３年次と差

が出ないことはしょうがない部分である。２年次時

点でどのくらいの成果が出ているのか確認が必要で

ある。

（（渡渡邉邉由由美美子子））都市部に学校林があるという地理的

利点を最大限活かしている取り組みが素晴らしい。

ブランディング頑張って欲しい。留学生の活用を踏

まえた国際交流も活発になっている。

（（安安藤藤））日々の学習活動がどの部分で実社会と結び

ついているのかを意識した教育活動を展開されてい

る。 全体への影響や貢献について、レベルの高い

研究をより広く共有できるようにしたい。トップ層

の育成について、一番のライバルである同級生との

競争意識や負けん気を育む工夫が欲しい。尚志ヶ丘

のブランディングとして、クラウドファンディング

は本県では禁止されている。教育委員会の配慮や窓

口を広げてあげる環境作りも必要なのではないか。

最近の大学生の文章力が落ちている。文章力育成に

向けた中等教育での工夫が欲しい。長い文章を、つな

がりを持たせながら書かせるような訓練が欲しい。

その上で、生成 の活用は検討すべきである。

（（渡渡邉邉由由美美子子））東北大学 の合格者数が減少傾向に

ある。何があったのか？

（（村村田田））学力重視の Ⅱ期。今後の努力が重要であ

る。

（（安安藤藤）） のさらなる活用について実践している学

校はあるか？

（（村村田田））生成 活用までの指導案提出と保護者への

承諾を取らなければならなのが宮城県の現状である。

生成 をツールとして活用しながらリテラシーを高

めていく必要がある。

（（見見上上））県内ではウルスラ学院（ユネスコスクール）

では言語技術を導入し、文章力が向上した。三高の生

徒は文章作りの基礎はできているとは思うが、ご参

考までに。

５５閉閉会会

（（校校長長））中間評価ヒアリングに向け、報告書の作成に

取りかかる。その中でご指導いただくことがあるか

と思うが、宜しくお願い申し上げる。

第第２２回回運運営営指指導導委委員員会会

日時：令和７年２月 日（金） ～

会場：仙台三高 大会議室

欠席者： 白井 誠之 渡辺 正夫

１１開開会会 進行：高校教育課 菅野 準

２２挨挨拶拶 宮城県教育庁高校教育課長 菊地 英孝

（（岡岡田田代代読読））多くの方のサポートにより、研究開発が

進んでいる。探究の日・イノベーションフェスタ・

授業づくりフォーラムなどを通じ、 での研究開発

内容を発信している。第Ⅲ期４年目を迎えるにあた

り、取り組みの焦点化などを目指していく必要があ

る。今後に向け、忌憚の無い意見をお願いしたい。

３３ 報報告告・・協協議議（進行：安藤委員長）

（（１１））行行事事報報告告

村村田田 【 第Ⅲ期の成果】

①ハイトップ層の育成：文部科学大臣賞や を初

めとする世界大会で入賞を果たすなど、その活躍は

国内外にわたる。県内では、生徒理科研究発表会で最

優秀賞を受容し、全国総文祭に出場することが決定

している。

②三高型 教育の開発： （イ

ノ理探×論理表現）やライフサイエンス（保健×家庭）

を実施できた。

③地域資源の活用と地域への普及と還元：近隣小学

校とのフィールドワーク、県内外の教員向けに探究

活動の情報交換の場を提供できた。

④尚志ヶ丘フィールドの開発：学校林開発、近隣小学

校とのフィールドワーク活動を実施できた。

【中間評価に対する助言指導】

今年度の中間評価は全国 校のうち２番（総合Ａ評

価。国内７校のみ）である。

①取り組みに対する評価分析・管理体制・成果分析・

視察校に関する報告共有が高く評価される。しかし、

取り組みに対する評価分析はより具体的な発信をし

ていく必要がある。

② を始めとする外部連携の成果を、海外姉妹校と

のセッション活動を通して発揮できていることは評

価できる。

今後、他校による視察が増えるので、対応する準備を

する必要がある。学校設定科目から得られた成果を

明確にできるよう、評価結果をまとめる。内容継続に

向けた事業の縮小や廃止も視野に入れつつ、開発を

進めていく必要がある。

【第Ⅲ期４年目行事計画や方針について】

・６月には三高実験の日を中学生対象に実施する。科

学技術への興味を促したい。

・ イングリッシュカフェ：日本学術振興会に依頼

済み。英語での講演を３年生対象に実施する。

・ コーディネーター設置により、生徒の探究活動

に関する具体的な指導助言を貰う。

・スクールサポーターの登録者数アップを目指す。

・ に対する保護者アンケートでは全学年で肯定

的な回答が９割を超えた。

－24－



関係資料８ 運運営営指指導導委委員員会会議議事事録録

第第１１回回運運営営指指導導委委員員会会

日時：令和６年６月 日（火） ～

会場：仙台三高 大会議室

欠席者：なし。全員出席

１１開開会会 進行：高校教育課 岡田 康佑

２２挨挨拶拶 宮城県教育庁高校教育課長補佐 大澤 健史

（（大大澤澤））研究開発の推進にともない様々な成果が出

ていること、運営指導委員の先生方のお力添えによ

るものである。尚志ヶ丘フィールド、三高型 教

育、三高探究の日での発表活動・海外交流など多くの

取り組みを展開されている。

事業の効果的な取り組みを目指して、Ⅲ期の中間評

価に向け、開発内容に加え、課題といえる部分につい

ても見直しが必要である。今年度より コーディ

ネーターを２名ずつ配置している。各校の事業が充

実することを願う。

３３挨挨拶拶 運営指導委員長 安藤 晃

安安藤藤 今後の中間評価に向けて、節目の活動や振り

返りが多くなってくる。 事業のもとで育つ生徒が

今後どのようなキャリアを形成していくのか、どの

ような礎となるのかを常に念頭に置いた教育活動の

展開が求められる。

４４報報告告・・協協議議 （進行 安藤委員長）

（（１１）） 第第ⅢⅢ期期３３年年次次ままででのの報報告告

（（村村田田））自然科学部の 花王賞、 出場、生徒

理科研究発表会において４分野で最優秀賞受賞、ぎ

ふ総文祭へ出場予定である。三高型 教育での

成果として 藤崎、ミヤテック によるデータサイ

エンスに関する講義、 における

東北大学との連携事業を行った。成果普及として近

隣の小学生とフィールドワークの実施や、本校開発

のカリキュラム・コンテンツをホームページで共有

しながら、他校でも実践できるようなメソッドを紹

介している。外部発表者数の推移について、特に探究

活動や外部連携が活発に行われる２学年の伸びに着

目するようになった。コロナ禍の 年まではオン

ラインでの参加ができたので、場所の制約に囚われ

ず発表できた。 年度以降は対面による発表が増

えている傾向である。最も注目すべきは、発表者の実

人数として、２学年の８割近い生徒が外部での発表

を経験している。３学年進級後には彼らの進路状況

でどのような変容があるのか注目したい。国公立大

学の合格者を文理別に提示すると、Ⅰ期の卒業生が

人で、昨年度のⅡ期卒業生が 人と増加傾向に

ある。推薦の合格者数も上昇傾向にある。外部からの

本校視察の数についても増加傾向にある。ペースと

しては１週間に２校という時期もあり、活発に本校

の取り組みにご興味を持って貰うことが増えた。外

部機関の連携と協力は、生徒主体で直接のやりとり

をさせながら、自主性を育む。

コーディネーターとして、課題研究や探究活動に

関して指導助言を行うことができる。学校林の開発・

活用：林業技術総合センター／台湾の高校生との交

流／授業教材という形で、本校で開発しようとする

コンテンツの中枢を担っている。時習の森のブラン

ディング戦略として、木材を活用して、丸太切り体験

やストラップ作りを体験できるような場を設ける。

８月の「まなび合い研修会」で、他校の実践例や本校

での取り組み内容を共有することで更なるレベルア

ップを目指す。

（（２２）） 評評価価にに関関ししてて

（（池池田田））「昨年度のイノベーションフェスタで評価項

目を確定した。本年度５月の探究の日で１～３年生

に対して実施した。理数科では情報収集・現状把握・

目標設定については学年間で有意差が見られるが、

課題解決については１～２年で有意差がなく、３年

次で差が見られた。普通科では情報収集・現状把握・

目標設定については学年間で有意差が見られるが、

仮説設定については１～２年で有意差がなく、３年

次で差が見られた。３年次から下級生へのフィード

バックの内容を分析し、２学年での開発内容を決定

させていくことが必要である。

（（３３）） 指指導導助助言言（（各各指指導導委委員員よよりり））

（（渡渡辺辺正正夫夫））ここまで多くの取り組みをしているの

は仙台三高のみである。素晴らしい。

フィードバック：丸太切りやストラップ作りなど体

験型の広報は、体験に乏しい子ども世代増えている

中で貴重な取り組みだと考える。

（（見見上上））尚志ヶ丘フィールドの上手く使い、研究テー

マにまで盛り込むことができるのは、「現状把握」の

資質能力が高くなっていることが背景として挙げら

れるが、この能力を伸ばすためにどのような取り組

みを実践されているのか、その具体を知りたい。

（（村村田田））１年次に学年全員が時習の森に必ず入るよ

うな、各授業での取り上げ方が良いと考える。様々な

科目で様々な観点でフィールドを取り上げることが

強みであると言える。

（（富富永永））Ⅲ期とⅡ期のつながりとして、 として登

録されている卒業生に対して同様の評価項目でアン

ケートを取るのはどうか。

（（白白井井））スクールサポーターの活用状況は？

（（村村田田））模擬試験の監督・学習支援など、 、 と

して母校に貢献しているという意識を醸成できる。

（（小小村村））取り組みの蓄積を活かし、社会に対するイン

パクトを示すことができる追跡調査を実施していく

とより効果的である。ここ数年、探究に取り組む学校

が増えた分、型にはまる傾向あり。トピックに対する

調べ学習で、探究になっていない例が見受けられる。

三高は仮説検証をしっかりできている。

（（熊熊谷谷））仮説設定について２～３年生であまり差が

無い。直接関わっている教員の肌感覚としてはどう

か？２年次から見ている先生は、その時点で仮説設

定が上手くできているという判断なら、３年次と差

が出ないことはしょうがない部分である。２年次時

点でどのくらいの成果が出ているのか確認が必要で

ある。

（（渡渡邉邉由由美美子子））都市部に学校林があるという地理的

利点を最大限活かしている取り組みが素晴らしい。

ブランディング頑張って欲しい。留学生の活用を踏

まえた国際交流も活発になっている。

（（安安藤藤））日々の学習活動がどの部分で実社会と結び

ついているのかを意識した教育活動を展開されてい

る。 全体への影響や貢献について、レベルの高い

研究をより広く共有できるようにしたい。トップ層

の育成について、一番のライバルである同級生との

競争意識や負けん気を育む工夫が欲しい。尚志ヶ丘

のブランディングとして、クラウドファンディング

は本県では禁止されている。教育委員会の配慮や窓

口を広げてあげる環境作りも必要なのではないか。

最近の大学生の文章力が落ちている。文章力育成に

向けた中等教育での工夫が欲しい。長い文章を、つな

がりを持たせながら書かせるような訓練が欲しい。

その上で、生成 の活用は検討すべきである。

（（渡渡邉邉由由美美子子））東北大学 の合格者数が減少傾向に

ある。何があったのか？

（（村村田田））学力重視の Ⅱ期。今後の努力が重要であ

る。

（（安安藤藤）） のさらなる活用について実践している学

校はあるか？

（（村村田田））生成 活用までの指導案提出と保護者への

承諾を取らなければならなのが宮城県の現状である。

生成 をツールとして活用しながらリテラシーを高

めていく必要がある。

（（見見上上））県内ではウルスラ学院（ユネスコスクール）

では言語技術を導入し、文章力が向上した。三高の生

徒は文章作りの基礎はできているとは思うが、ご参

考までに。

５５閉閉会会

（（校校長長））中間評価ヒアリングに向け、報告書の作成に

取りかかる。その中でご指導いただくことがあるか

と思うが、宜しくお願い申し上げる。

第第２２回回運運営営指指導導委委員員会会

日時：令和７年２月 日（金） ～

会場：仙台三高 大会議室

欠席者： 白井 誠之 渡辺 正夫

１１開開会会 進行：高校教育課 菅野 準

２２挨挨拶拶 宮城県教育庁高校教育課長 菊地 英孝

（（岡岡田田代代読読））多くの方のサポートにより、研究開発が

進んでいる。探究の日・イノベーションフェスタ・

授業づくりフォーラムなどを通じ、 での研究開発

内容を発信している。第Ⅲ期４年目を迎えるにあた

り、取り組みの焦点化などを目指していく必要があ

る。今後に向け、忌憚の無い意見をお願いしたい。

３３ 報報告告・・協協議議（進行：安藤委員長）

（（１１））行行事事報報告告

村村田田 【 第Ⅲ期の成果】

①ハイトップ層の育成：文部科学大臣賞や を初

めとする世界大会で入賞を果たすなど、その活躍は

国内外にわたる。県内では、生徒理科研究発表会で最

優秀賞を受容し、全国総文祭に出場することが決定

している。

②三高型 教育の開発： （イ

ノ理探×論理表現）やライフサイエンス（保健×家庭）

を実施できた。

③地域資源の活用と地域への普及と還元：近隣小学

校とのフィールドワーク、県内外の教員向けに探究

活動の情報交換の場を提供できた。

④尚志ヶ丘フィールドの開発：学校林開発、近隣小学

校とのフィールドワーク活動を実施できた。

【中間評価に対する助言指導】

今年度の中間評価は全国 校のうち２番（総合Ａ評

価。国内７校のみ）である。

①取り組みに対する評価分析・管理体制・成果分析・

視察校に関する報告共有が高く評価される。しかし、

取り組みに対する評価分析はより具体的な発信をし

ていく必要がある。

② を始めとする外部連携の成果を、海外姉妹校と

のセッション活動を通して発揮できていることは評

価できる。

今後、他校による視察が増えるので、対応する準備を

する必要がある。学校設定科目から得られた成果を

明確にできるよう、評価結果をまとめる。内容継続に

向けた事業の縮小や廃止も視野に入れつつ、開発を

進めていく必要がある。

【第Ⅲ期４年目行事計画や方針について】

・６月には三高実験の日を中学生対象に実施する。科

学技術への興味を促したい。

・ イングリッシュカフェ：日本学術振興会に依頼

済み。英語での講演を３年生対象に実施する。

・ コーディネーター設置により、生徒の探究活動

に関する具体的な指導助言を貰う。

・スクールサポーターの登録者数アップを目指す。

・ に対する保護者アンケートでは全学年で肯定

的な回答が９割を超えた。
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（（２２））質質疑疑応応答答

見見上上 ３年ごとに生徒が入れ替わっているのに、成

果が短期間で出ていることは、仙台第三高校のスタ

イルが確立しているからこそ可能になっている。具

体的には、各教科の授業実践が充実している部分が

特徴的である。各担当の科目について要領を得つつ

も、教員間の横のコミュニケーションが充実してい

ることが素晴らしい。入学してくる生徒がどのよう

な資質能力を持って入学しているのかを踏まえた指

導計画や開発を行っていくことも重要である。

村村田田 職員間の人間関係は良好である。新たなこと

に取り組みたいことを協議しながら実現していく姿

勢が素晴らしいと考える。教科指導に熱量を注ぐ部

分は研究開発に好影響を与えていると考える。

富富永永 どの授業でどのような成果が得られるのかを

可視化していく必要あると考える。英語をはじめと

する文系の先生方の協力も好影響があると考える。

村村田田 の取り組みでは英語科の先生方の協力が

手厚く、助かっている。

渡渡邉邉由由美美子子 運営指導委員会に携わってから、先生

方の協力体制が大きく変わったと感じる。生徒も変

わった。 サポーターとの関わりの深さも、生徒に

大きな影響を与えている。生徒の能力における変容

を見とることは難しい。１つの科目に囚われず、多角

的な視野で物事を解釈できるようになったことが評

価できると感じる。具体的には、南部先生の理科の授

業である。地学をベースにして、化学や生物などの他

の理科科目を学ぶという授業実践が印象的である。

基礎科学を総合的かつ多角的に扱うことで、自然界

の不思議を解くことができるかを考えることができ

るのではないだろうか。

安安藤藤 対象となる課題に対して、多角的な視野で問

題にアプローチする姿勢を醸成する機会にもなって

いる。

熊熊谷谷 今年度の業績、取り組みの成果、高く評価でき

ると考える。ただ、 年のポイントについて、内容

継続に向けた必要な工夫や改善案については、足し

算ばかりせずに、うまく引き算をすることで、リソー

スやマンパワーを研究開発に効果的に注ぐことがで

きると感じる。

村村田田 現状、足し算が多くなっていると感じる。あく

まで、持続可能な研究開発を進めていく必要がある。

三高実験の日や、サイエンスカフェなど新たなイベ

ントがあるが、なるべく教員の負担にならないよう

な行事の運営が必要であると考える。

小小村村 指定校では仮説検証をあまり行えていな

い学校が多いが、仙台第三高校はしっかりやってい

る。ただ、リーディング などの投資を行っており、

財務省からも成果を求められている部分が多いが、

の取り組みを通じて、今後生徒がどのような形で

活かしたいと考えているのかを示せるものがあると

良いと考える。学習指導要領で問題になっているこ

ととして、テストでは問題が解けるが、概念の理解が

追いついていない分野が多いのではないか、と感じ

る部分がある。例えば、定期考査で出題した問題の種

類と、その正答率などを示せば、どのような力を試し、

身に付いているのかを試すことができる。

村村田田 概念の理解ができていない生徒について（例

えば分数の概念を理解しないまま問題を解いている

など）、これらをどのように検証するかは課題が必要

である。

安安藤藤 各方面で、教育に投資がされているが、理系分

野に興味を示す生徒が増えている中で、文系と理系

を融合したような科目の設定は生徒の能力伸長に効

果を持つものである。多角的な視野で取り組みを示

しながら、学びのサポートをしていく必要がある。

中間評価において、評価や管理体制といった観点

が多かったが、あくまでポイントは生徒一人ひとり

の自主性をどこまで促すことができるかが重要であ

る。探究活動で課題を見つけ、問いの解決に向けて自

分自身がどのようなことを主体的となって取り組む

かを、いかに促すことができるかが重要である。教員

の負担感は、生徒に役割を与えることで軽減できる

のではないかと考える。

村村田田 自主性の伸長について発表行事に参加する主

体性はあるが、初期段階のテーマ設定等、問いを立て

る段階での主体性はまだまだ足りないと感じる。こ

れだけ大きく成果が出ているが、その成果の裏付け

になるような取り組みなどを示せると強い。

奥奥谷谷 情報発信の後、受け手の学校が実践し、どのよ

うな結果だったのかをフィードバックとして受け取

れると良い。成果の背景にある実践など、要因になる

ものを可視化させていくことが課題である。

村村田田 昨年度作成・発信した「三高メソッド」を、ど

の学校がどう活用し、どのような成果が上がったの

かを見ていきたい。情報を発信しっぱなしにするの

ではなく、回収まで行うことで新たな課題が見えて

くるのではないか。

安安藤藤 これまでの先輩達が残したポスターなど、電

子化してデータベースにまとめているわけだが、特

に評価が高かったものを優先的に選び、アクセスで

きるようにすると、生徒の探究活動のスタートに良

いヒントが得られる。

村村田田 ポスターの中で優秀だったものは 枚選び、

１年生の廊下に掲示しているが、それらがどういっ

た点で素晴らしいのかを明確に示してあげると、後

輩は意義を持って参考にすることができる。

（（校校長長））中間評価が好調だったが、特に学校設定科目

の特質や意義についてうまく説明できなかった。そ

の成果や特徴について可視化していく必要があると

感じる。第Ⅳ期に向けた重点化・焦点化と、教員の働

き方改革を連動させつつ、持続可能な環境作りを三

高なりに考えていきたい。
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（（２２））質質疑疑応応答答

見見上上 ３年ごとに生徒が入れ替わっているのに、成

果が短期間で出ていることは、仙台第三高校のスタ

イルが確立しているからこそ可能になっている。具

体的には、各教科の授業実践が充実している部分が

特徴的である。各担当の科目について要領を得つつ

も、教員間の横のコミュニケーションが充実してい

ることが素晴らしい。入学してくる生徒がどのよう

な資質能力を持って入学しているのかを踏まえた指

導計画や開発を行っていくことも重要である。

村村田田 職員間の人間関係は良好である。新たなこと

に取り組みたいことを協議しながら実現していく姿

勢が素晴らしいと考える。教科指導に熱量を注ぐ部

分は研究開発に好影響を与えていると考える。

富富永永 どの授業でどのような成果が得られるのかを

可視化していく必要あると考える。英語をはじめと

する文系の先生方の協力も好影響があると考える。

村村田田 の取り組みでは英語科の先生方の協力が

手厚く、助かっている。

渡渡邉邉由由美美子子 運営指導委員会に携わってから、先生

方の協力体制が大きく変わったと感じる。生徒も変

わった。 サポーターとの関わりの深さも、生徒に

大きな影響を与えている。生徒の能力における変容

を見とることは難しい。１つの科目に囚われず、多角

的な視野で物事を解釈できるようになったことが評

価できると感じる。具体的には、南部先生の理科の授

業である。地学をベースにして、化学や生物などの他

の理科科目を学ぶという授業実践が印象的である。

基礎科学を総合的かつ多角的に扱うことで、自然界

の不思議を解くことができるかを考えることができ

るのではないだろうか。

安安藤藤 対象となる課題に対して、多角的な視野で問

題にアプローチする姿勢を醸成する機会にもなって

いる。

熊熊谷谷 今年度の業績、取り組みの成果、高く評価でき

ると考える。ただ、 年のポイントについて、内容

継続に向けた必要な工夫や改善案については、足し

算ばかりせずに、うまく引き算をすることで、リソー

スやマンパワーを研究開発に効果的に注ぐことがで

きると感じる。

村村田田 現状、足し算が多くなっていると感じる。あく

まで、持続可能な研究開発を進めていく必要がある。

三高実験の日や、サイエンスカフェなど新たなイベ

ントがあるが、なるべく教員の負担にならないよう

な行事の運営が必要であると考える。

小小村村 指定校では仮説検証をあまり行えていな

い学校が多いが、仙台第三高校はしっかりやってい

る。ただ、リーディング などの投資を行っており、

財務省からも成果を求められている部分が多いが、

の取り組みを通じて、今後生徒がどのような形で

活かしたいと考えているのかを示せるものがあると

良いと考える。学習指導要領で問題になっているこ

ととして、テストでは問題が解けるが、概念の理解が

追いついていない分野が多いのではないか、と感じ

る部分がある。例えば、定期考査で出題した問題の種

類と、その正答率などを示せば、どのような力を試し、

身に付いているのかを試すことができる。

村村田田 概念の理解ができていない生徒について（例

えば分数の概念を理解しないまま問題を解いている

など）、これらをどのように検証するかは課題が必要

である。

安安藤藤 各方面で、教育に投資がされているが、理系分

野に興味を示す生徒が増えている中で、文系と理系

を融合したような科目の設定は生徒の能力伸長に効

果を持つものである。多角的な視野で取り組みを示

しながら、学びのサポートをしていく必要がある。

中間評価において、評価や管理体制といった観点

が多かったが、あくまでポイントは生徒一人ひとり

の自主性をどこまで促すことができるかが重要であ

る。探究活動で課題を見つけ、問いの解決に向けて自

分自身がどのようなことを主体的となって取り組む

かを、いかに促すことができるかが重要である。教員

の負担感は、生徒に役割を与えることで軽減できる

のではないかと考える。

村村田田 自主性の伸長について発表行事に参加する主

体性はあるが、初期段階のテーマ設定等、問いを立て

る段階での主体性はまだまだ足りないと感じる。こ

れだけ大きく成果が出ているが、その成果の裏付け

になるような取り組みなどを示せると強い。

奥奥谷谷 情報発信の後、受け手の学校が実践し、どのよ

うな結果だったのかをフィードバックとして受け取

れると良い。成果の背景にある実践など、要因になる

ものを可視化させていくことが課題である。

村村田田 昨年度作成・発信した「三高メソッド」を、ど

の学校がどう活用し、どのような成果が上がったの

かを見ていきたい。情報を発信しっぱなしにするの

ではなく、回収まで行うことで新たな課題が見えて

くるのではないか。

安安藤藤 これまでの先輩達が残したポスターなど、電

子化してデータベースにまとめているわけだが、特

に評価が高かったものを優先的に選び、アクセスで

きるようにすると、生徒の探究活動のスタートに良

いヒントが得られる。

村村田田 ポスターの中で優秀だったものは 枚選び、

１年生の廊下に掲示しているが、それらがどういっ

た点で素晴らしいのかを明確に示してあげると、後

輩は意義を持って参考にすることができる。

（（校校長長））中間評価が好調だったが、特に学校設定科目

の特質や意義についてうまく説明できなかった。そ

の成果や特徴について可視化していく必要があると

感じる。第Ⅳ期に向けた重点化・焦点化と、教員の働

き方改革を連動させつつ、持続可能な環境作りを三

高なりに考えていきたい。

関関係係資資料料９９ テテーーママ一一覧覧

理数科 イノベーション理数探究Ⅰ（ 題）

班 テーマ

１ クッキーの詰め放題における最適解とは

２ スマホの落下とスマホケースによる補正

３ 布の織り方・混率・糸の太さの違いによる摩擦熱の違い

４ タイヤの形状と静音性の関係

５ 回転体に発生するマグナス効果の検証

６ キャップの回転に伴う歳差運動の解析

７ ダイラタンシー～保存料添加による長期保存を目指す～

８ 謎のガラス着色～真相を追い求めて～

９ 二種類の金属塩を用いたホウ砂球反応

クラゲの光に対する反応について

酸性土壌によって小麦の根は伸長障害を受けるのか
ギャップの有無による学校林の環境への影響

津波に強いまちをつくるために

最高効率のマイクロプラスチック計測

土壌分析による時習の森の地質解明

火星環境における岩石の風化について

うどんの美味しさを求めて

フライングディスクの投擲の際の補助器具の提言

時習の森の経済的価値について

普通科 イノベーション探究Ⅰ 題）

班 テーマ

三つ巴〜勉強と運動とスマホ〜

國香、集中するってよ

いつヘルメット被るの？今でしょ

を利用した教育

生成 を使用する学習の進め方

勉強に友達は必要か

宮城県の教育格差の現状と対策

理想的な授業とは

になるためには

興味を引くパッケージとは

広告の背景色による購買意欲の変化

アニメの名シーンにおける映像と音楽の関係性抽出

分別しやすくなるゴミ箱の提案

勉強は好きになれるのか

最強のアンケートとは

納豆のネバネバで土壌の保水力を高めるには

なんでそれ買いたいの！？

嘘をついた子どもの対応

視覚による味覚の変化

犯罪に対する意識改革

学習と色

無意識の汎用性

世界はまだ日本を知らない

渋滞と向き合い都市交通の利便性向上へ

薬物のホント

私達の裁判員制度を知ろう

聖地巡礼による経済効果

鶴ケ谷地域の課題とその背景

完璧で究極のバス

が観光業に与える影響

地域の輪を広げよう

読書をしてもらうには

現代と少年法

「選挙」を考える

災害時の常備薬のスムーズな提供を目指して

換気方法の最適化

破られない暗号を求めて

最高効率の教室スタイルとは

世界の甘党を救え！

あつまれつるがやの町

学校で発電！？

世界一長い線香花火を作る

高校生の情報リテラシーの向上について

次世代のドローンを目指して

温度快適化を目指す日射調節カーテン

海外と日本の英語力

余った木材から紙をつくろうじゃないか
未曾有の大地震に備えて鶴ヶ谷地区への提案

ノンバーバルコミュニケーション

マイクロプラスチック問題を深く考えてもらうために

と人々の意識

ハチの巣が断熱材に

教室をモデルとした屋内緑化

時習の森を有効活用しよう

昆布から紙を作ってみた

植物さん、この雨はどうですか？

新基準バットの影響に迫る

玄米の性質から探る最適な炊飯法

茶殻に植物生命が救えるか

うまみを活用して塩分摂取量を減らす

クリティカルシンキングを身に付けい！！

食とアンチエイジング

部活動の地域移行について

ミドリムシで世界救ってみた

大堤沼公園インクルーシブ化計画

誤飲を防ぐ錠剤のパッケージの提案

視力あげたい！
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理数科 イノベーション理数探究Ⅱ（ 題）

班 テーマ

１ 進数におけるベンフォードの法則

２ ダイラタンシーの活用

３ 最も効率的なセロハンテープの貼り方の提案

４ ペットボトル無駄なく注ぎ隊

５ 靴紐の最大摩擦力測定装置の開発

６ チョークの接合

７ 様々な変数による結晶の形の変化とその分類

８ 金属腐食の促進とその利用

９ インジゴカルミンの色変化とグルコースの量の関係

身近なものから作るバイオエタノール

宝石 電子レンジ

プラナリアの個体崩壊

「時習の森」における小規模ギャップ

わかめの受精と明暗周期の関係

クローンワカメは養殖において有用か

簡易津波発生装置の開発

仙台西部の地質構造の考察

健康に配慮したわかめピザ

わかめを栄養食に

時習の森

普通科 イノベーション探究Ⅱ 題

班 テーマ

もったいないマルシェについて

外 国 と 比 較 し た 日 本 の 英 語 力 の 向 上 に つ い て

騒音問題への簡易的な対策

ジビエを普及させよう

茶殻ふりかけの開発と提案

落花生の殻を用いた再生紙

バイオミメティクス

生徒と教師のための部活動改革

残薬問題の解消について

大型テーマパークに学ぶ人の惹き付け方

宮城に新しい風の力を

睡眠教育の有用性

交流人口の拡大と地域商品の販売

 な古着リサイクル

石巻の疫病予防と地域活性化

ユーザーを惹きつけるゲーム

靴選びで足腰を健康に

ダンボールコンポストによるゴミの再利用

緑化活動で一石二鳥

夢ある鶴ケ谷へ

災害時等における植物の有用性

石巻線の活性化に向けて

医療 や による鶴ケ谷地域の医療の活性化

トラックドライバーを救え！

広瀬川の外来種駆除

感染症流行時複合型災害の避難モデルについて

コンポストを使った地球温暖化対策

勉強効率を上げる方法

現代教師の抱える問題とは

高校野球による地域の活性化

食欲が湧く色で消費を促そう

学生が過ごしやすい居場所づくり

アクアポニックス

牛から搾ったプラスチック

身近なものでプラスチックを作ろう！

高齢化社会の対策

日本人のアップデート

避難所の 向上

バイオ燃料の普及について

事故増加

デザインによる行動の変化について

仙台三高 第二グラウンドの土壌調査

カワイイは つじゃない！

主体性を育成する避難訓練とは

耳石の形状と生息環境

バドミントン上級者との差

運動で老後の生活を豊かに

在宅介護における食の負担の軽減

大堤沼インクルーシブ公園化計画

わかめで世界を救えるか

といれボリューション

質の高い教育の実現性について

コミュニティ施設を利用した地域活性化

マイクロプラスチックと地域の関係を探る

ホタテの貝殻を利用したい

新しい食材を見つける

あなたの知らない神社の魅力

ゲームを使ってインフラを学ぶ

ブルーカーボンプロジェクトの可能性

新しい災害教育をつくる

高校生が取り組めるサステナブルファッション

過疎地域の公共交通機関の在り方

飲食店の利益を上げる

給食のフードロス

スポーツが及ぼす経済効果

未来のヒーロー〜ＶＲ防災ワールド〜

社会が欲する人物像へ

災害時の初動対応

選挙行くっぺ！！

地 球 温 暖 化 か ら 考 え る 新 し い 生 活 ス タ イ ル の 提 案

スマホの危険性と子供たち

保護犬・保護猫の未来

日本の物価上昇と社会背景
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第2回先端科学講演会

（JAMSTEC）

ぎふ総文2024出場（文部科学大臣賞・文化庁長官賞）

ナノテラス
研修

（毛利衛氏
との対談）

Research Expressionでの留学生との交流
（東北大学グローバルラーニングセンターの連携事業）




